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■２０１０年度大学・短大卒業式 
■ジンバブエで音楽教師　村田千明さん 
■式典ファンファーレを学生に公募 
■英国人初 大学院修了 ヴェリティ・レインさん 
■Tuttiオペラ／音楽博物館 
■オペラハウスの催し／公開講座案内 
■連載「校史点描」＜１８＞三浦環の関西初演 
■中澤道子講師作曲の創作オペラ再演 

■２年でＣＤ７枚リリース　河合良知子さん 
■入試ナビ／ミレニアムホール特別講座 
■１１年度入試関連スケジュール／入試結果 
■田中勉教授が文化庁芸術祭賞優秀賞 
■井上麻子講師・藤井快哉助教デュオがライオンズ音楽賞 
■インドネシアで教育活動　山内美奈さん 
■大阪夕陽丘学園高と指定校協定 
■短大ミュージカル、ジャズ公演 

前橋汀子教授が特別講義「ベートーヴェンの弦楽四重奏」 
第22回学生オペラ「ドン・ジョヴァンニ」　大学・短大吹奏楽演奏会　ほか 

卒業証書を手に正門前で記念撮影をするみなさん（３月２５日） 

２月１６日　ミレニアムホール 

２月２１日　ミレニアムホール 
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大
阪
音
楽
大
学
と
同
短
期
大
学
部

は
１０
年
度
の
大
学
最
優
秀
賞
４
人
と

優
秀
賞
１０
人
、
短
大
優
秀
賞
９
人
、

そ
れ
に
音
楽
社
会
活
動
賞
に
３
人
（
大

学
１
人
、
短
大
２
人
）
を
選
び
、
３

月
２５
日
の
卒
業
式
で
表
彰
し
ま
し
た
。 

　
大
学
最
優
秀
賞
は
林
佑
子
さ
ん
（
声

楽
）、
増
井
愛
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
冨

田
一
樹
さ
ん
（
オ
ル
ガ
ン
）、
丹
澤

加
奈
子
さ
ん
（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）
で

す
。
４
人
は
１０
月
２６
日
に
ザ
・
カ
レ

ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
開
催
の
ザ
・

ロ
ー
レ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
出
場

権
を
得
ま
し
た
。
大
学
、
短
大
の
優

秀
賞
と
音
楽
社
会
活
動
賞
は
次
の
み

な
さ
ん
。 

【
優
秀
賞
】
大
学
＝
岡
本
惟
禎
（
作

曲
）、
石
井
京
、
田
主
容
子
、
中
原

美
幸
（
以
上
声
楽
）、
沖
永
紗
織
、

清
水
沙
紀
子
、
高
平
寛
子
（
以
上
ピ

ア
ノ
）、
澤
井
明
日
見
、
宮
本
茉
実

（
以
上
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、
農
頭
奈

緒
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
▽
短
大
＝
足

立
悠
紀
、
岩
岡
和
姫
（
以
上
声
楽
）、

岩
本
知
宜
、
高
桑
香
織
（
以
上
ピ
ア

ノ
）、
坂
本
美
佳
子
、
徳
岡
美
紀
（
以

上
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）、
康
基
勳
、

藤
岡
さ
く
ら
（
以
上
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
）、

今
井
麻
友
美
（
電
子
オ
ル
ガ
ン
） 

【
音
楽
社
会
活
動
賞
】
大
学
＝
杉
山

恵
梨
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
短
大
＝
足

立
悠
紀
（
声
楽
）、
間
宮
妃
菜
（
フ

ル
ー
ト
）。 

　
大
阪
音
楽
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大

学
部
の
１０
年
度
卒
業
式
が
３
月
２５
日
、

ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
は
学
生
公
募
で
選
ば
れ
た
杉
本
友
樹

さ
ん
の
作
品
で
す
。
式
に
臨
ん
だ
の
は

大
学
音
楽
部
２
４
３
人
、
音
楽
専
攻
科

３５
人
、
大
学
院
音
楽
研
究
科
１２
人
、
短

期
大
学
部
音
楽
科
１
５
８
人
、
同
専
攻

科
２３
人
。
中
村
孝
義
学
長
が
各
代
表
に

卒
業
、
修
了
証
書
、
学
位
記
を
授
与
、

大
学
最
優
秀
賞
、
大
学
、
短
大
の
優
秀

賞
な
ど
に
選
ば
れ
た
２５
人
を
学
長
表
彰

し
ま
し
た
。
式
に
先
立
っ
て
、東
日
本
大

震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
た
ち
の
冥
福

を
祈
り
、一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。 

  

　
卒
業
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
前
に
、

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
あ
の
大
地

震
の
惨
状
に
心
を
痛
め
た
人
の
な
か
に

は
、
こ
う
し
た
現
実
を
前
に
音
楽
に
何

の
意
味
が
あ
る
か
、
絶
望
す
ら
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
音
楽
に
は

亡
き
人
の
魂
を
鎮
め
、
悲
し
み
を
慰
め
、

生
き
る
勇
気
を
与
え
る
強
い
力
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
集
ま
っ
た
前
途
有
望
な

若
い
み
な
さ
ん
が
、
本
学
で
培
っ
た
音

楽
力
、
人
間
力
と
い
う
太
い
芯
を
ば
ね

に
社
会
に
大
き
く
羽
ば
た
い
て
こ
そ
、

今
、
未
曾
有
の
国
難
に
遭
遇
し
て
い
る

わ
が
国
が
、
力
強
く
復
興
し
、
明
る
い

将
来
が
開
か
れ
る
と
確
信
し
ま
す
。 

　
付
属
音
楽
幼
稚
園
の
第
４４
回
卒
園
式

が
３
月
１９
日
、
園
内
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
卒
園
児
は
８０
人
。
小

畑
有
子
園
長
が
一
人
ひ
と
り
に
「
お
め

で
と
う
」
と
声
を
か
け
、
卒
園
証
書
を

手
渡
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
後
、

小
畑
園
長
が

挨
拶
に
立
ち

「
こ
れ
か
ら

心
配
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、

ニ
コ
ニ
コ
笑

い
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
た

自
分
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。
先
生
は
い
つ
も
み

な
さ
ん
の
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
」

と
語
り
掛
け
ま
し
た
。 

　
園
長
は
３
月
１１
日
に
起
き
た
東
日
本

大
震
災
に
も
触
れ
「
子
ど
も
た
ち
の
こ

れ
か
ら
の
日
々
に
大
き
な
試
練
が
訪
れ

ま
せ
ん
よ
う
に
、
幸
せ
な
日
々
が
待
っ

て
い
ま
す
よ
う
に
」
と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。 

丹澤加奈子さん 冨田一樹さん 増井愛さん 林佑子さん 

中
村
孝
義
学
長
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
大
学
卒
業
生 

１０
年
度
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
な
ど
決
ま
る 

最優秀賞 

林
　
　
佑
子
さ
ん 

増
井
　
　
愛
さ
ん 

冨
田
　
一
樹
さ
ん 

丹
澤
加
奈
子
さ
ん 

中
村
孝
義
学
長
　
式
辞 
震
災
か
ら
復
興
へ
導
く
音
楽
力 

１０年度卒業式 

幼
稚
園
は
８０
人
卒
園 
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村
田
さ
ん
が
海
外
の
子
ど
も
た
ち
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
学

３
年
の
こ
ろ
か
ら
。
日
本
国
際
協
力
セ

ン
タ
ー
の
ア
セ
ア
ン
派
遣
事
業
に
参
加

し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

小
学
校
を
訪
問
。
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
を

演
奏
す
る
な
ど
し
て
子
ど
も
た
ち
と
交

流
し
て
き
ま
し
た
。「
楽
器
か
ら
流
れ

る
音
を
聞
い
て
、
目

を
輝
か
せ
る
子
ど
も

た
ち
。
そ
の
時
の
笑

顔
が
今
も
目
に
焼
き

付
い
て
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」 

　
青
年
海
外
協
力
隊
に
応
募
し
た
の
も

そ
の
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
。
一
次
の
筆

記
、
二
次
の
実
技
と
面
接
試
験
を
ク
リ

ア
し
、
念
願
の
海
外
行
き
を
手
に
し
ま

し
た
。 

　
派
遣
先
は
ア
フ
リ
カ
南
部
に
あ
る
ジ

ン
バ
ブ
エ
。
ア
フ
リ
カ
で
最
後
に
独
立

し
た
国
、
世
界
で
一
番
寿
命
の
短
い
国

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
田
さ
ん
は
首

都
ハ
ラ
レ
に
あ
る
ジ
ン
バ
ブ
エ
音
楽
学

校
に
音
楽
教
師
と
し
て
赴
任
し
ま
す
。 

　
こ
の
音
楽
学
校
は
西
洋
古
典
音
楽
、

ジ
ャ
ズ
、
ア
フ
リ
カ
ン
音
楽
、
ダ
ン
ス

な
ど
の
楽
器
演
奏
指
導
、
先
生
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
派
遣
期
間
は
２
年
の
予
定
。
学
校

で
は
上
級
者
の
ピ
ア
ノ
演
奏
者
に
対
す

る
技
術
指
導
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
の

演
奏
指
導
が
で
き
る
教
師
が
不
足
し
て

お
り
、
村
田
さ
ん
の
赴
任
を
心
か
ら
歓

迎
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
「
ア
フ
リ
カ
は
初
め
て
で
す
が
、
行

っ
て
み
る
と
、
ど
の
国
も
住
め
ば
都
。

心
配
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
笑
顔
で
周
り

の
人
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
さ
せ
る
よ
う
な
先

生
を
目
指
し
た
い
で
す
」
と
村
田
さ
ん
。 

　
卒
業
式
が
終
わ
る
と
実
家
の
あ
る
熊

本
県
に
帰
り
、
ピ
ア
ノ
連
弾
、
未
経
験

の
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
つ
い
て
の

特
訓
が
待
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
７
月
か

ら
２
カ
月
間
は
福
島
県
に
あ
る
「
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
」
の
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
の
合
宿
に

参
加
。
英
語
を
鍛
え
、
１０
月
に
現
地
に

向
か
う
そ
う
で
す
。 

　音楽を通して、途上国の子どもたちの役に立ちたい―そんな夢を叶
えるため青年海外協力隊（ＪＩＣＡ）に志願した人がいます。３月２５日に
大学を卒業した村田千明さん（ピアノ）で配属先はアフリカのジンバブ
エ共和国。語学研修などを重ね今年１０月、音楽教師として現地に向
かいます。 

大
阪
音
楽
大
学
教
員
人
事
（
４
月
１
日

付
） 

教
授
　
田
中
由
也
（
声
楽
）、
松
田
昌

恵
（
声
楽
）
＝
い
ず
れ
も
准
教
授
　
助

教
　
井
上
か
お
り（
教
養
教
育
）＝
講
師 

大
阪
音
楽
大
学
短
期
大
学
部
教
員
人
事

（
４
月
１
日
付
） 

教
授
　
羽
鳥
三
実
広
（
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）

＝
新
採
用
、
松
本
昌
敏
（
ピ
ア
ノ
）、

藤
本
敦
夫
（
教
職
）、
山
下
豊
（
教
養

教
育
）
＝
い
ず
れ
も
准
教
授
　
准
教
授

　
木
村
綾
子
（
ピ
ア
ノ
）
＝
講
師
　
助

教
　
　
橋
典
子
（
教
養
教
育
）
＝
新
採

用
、
北
野
祐
司
（
ピ
ア
ノ
）
＝
講
師 

 

客
員
教
授
（
＊
以
外
４
月
１
日
付
）
　

＊
福
田
進
一
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
　

１０
年
１２
月
２
日
付
）、
澤
和
樹
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）、
宗
清
洋
（
ジ
ャ
ズ
・
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
） 

　大阪音楽大学は教職員一同、東日本
大震災で被災された皆様に謹んでお見
舞い申し上げ、一日も早い復興を心から
祈念いたします。 

学校法人・大阪音楽大学 

　情報をお寄せください 
　大阪音楽大学は修学、教育支援につ
いてできる限りのことを致しますので、ご相
談ください。また、本学関係者で被災され
た方の情報をお持ちでしたら、お寄せくだ
さい。まずは電話でご連絡ください。 

謹んでお見舞い申し上げます 
 

夢
か
な
え
１０
月
出
発 

ジンバブエで音楽教師 
３月卒業の村田さん 

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
見
た
く
て 
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昨
年
第
５８
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
全
国
大
会
で
、
み
ご
と
金
賞
に
輝

い
た
千
葉
県
松
戸
市
立
第
四
中
学
校
。

吹
奏
楽
の
専
門
誌
「
バ
ン
ド
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
で
も
、
「
技
術
が
完
全
に
音
楽
表

現
に
昇
華
さ
れ
た
、
今
年
度
一
番
の
圧

倒
的
な
名
演
」
と
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
中
学
校
吹
奏
楽
部
を
、
赴
任
早
々

わ
ず
か
一
年
目
に
全
国
大
会
で
金
賞
に

導
い
た
の
は
顧
問
の
須
藤
卓
眞
教
諭
。

本
学
で
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
本
田
耕
一

教
授
に
師
事
、
卒
業
後
は
千
葉
県
の
中

学
校
教
諭
と
し
て
、
吹
奏
楽
の
指
導
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
顧

問
を
務
め
た
松
戸
市
立
和
名
ヶ
谷
中
学

校
で
は
全
国
大
会
で
銀
賞
、
柏
市
立
酒

井
根
中
学
校
で
は
３
年
連
続
金
賞
、
さ

ら
に
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
で
２

年
連
続
最
優
秀
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
す

る
な
ど
、
次
々
と
赴
任
先
の
中
学
校
で
、

生
徒
た
ち
の
可
能
性

を
無
限
大
に
引
き
出

す
、
類
ま
れ
な
求
心

力
と
指
導
力
を
発
揮

し
て
き
ま
し
た
。 

　
「
僕
の
ポ
リ
シ
ー
は
、
と
に
か
く
音

楽
を
楽
し
む
、
楽
し
ま
せ
る
こ
と
。
コ

ン
ク
ー
ル
と
い
う
”勝
負
“
が
目
標
で

は
な
い
の
で
、
こ
の
結
果
に
は
驚
い
て

い
ま
す
。
演
奏
よ
り
、
”仲
間
を
大
事

に
で
き
な
い
人
は
、
音
楽
な
ん
か
で
き

な
い
“
と
演
奏
以
前
の
心
の
問
題
を
重

視
し
て
き
ま
し
た
。
部
員
は
現
在
８９
人
。

明
る
さ
と
仲
の
良
さ
が
自
慢
で
す
。
ほ

と
ん
ど
が
中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
楽
器

を
始
め
た
生
徒
た
ち
で
す
が
、
”一
年

生
を
ど
れ
だ
け
面
倒
見
ら
れ
る
か
が
三

年
生
の
力
だ
よ
“
と
呼
び
か
け
、
先
輩

は
後
輩
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
。
上

下
の
つ
な
が
り
を
深
め
一
体
感
あ
る
演

奏
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル

で
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の

『
海
』
を
選
ん
だ
の

は
、
心
か
ら
音
楽
を

感
じ
、
人
を
感
動
さ

せ
る
演
奏
を
し
て
ほ

し
か
っ
た
か
ら
。
中

学
生
に
は
大
人
に
な

い
純
粋
さ
、
素
直
さ

が
あ
り
ま
す
。
理
屈

抜
き
で
テ
ン
シ
ョ
ン

が
上
が
れ
ば
、
そ
れ

が
演
奏
に
生
き
る
場

合
も
あ
る
。
僕
は
子
ど
も
が
好
き
な
の

で
、
そ
こ
を
ど
う
引
き
出
す
か
が
お
も

し
ろ
い
と
こ
ろ
で
す
」 

　
今
年
１
月
、
松
戸
市
立
第
四
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん
が
須
藤
教
諭
と

一
緒
に
、
関
西
に
演
奏
旅
行
に
訪
れ
ま

し
た
。
２９
日
に
奈
良
県
橿
原
市
で
生
駒

市
立
生
駒
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
ス
ペ
シ

ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
共
演
。

翌
３０
日
は
尼
崎
市
で
第
１０
回

尼
信
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
出
演
し
ま
し
た
。
あ
わ

た
だ
し
い
リ
ハ
ー
サ
ル
の
合

間
、
部
長
の
松
田
留
郁
さ
ん

（
中
３
　
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

に
聞
き
ま
し
た
。
「
須
藤
先

生
は
、
練
習
は
と
て
も
わ
か

り
や
す
く
指
導
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
が
、
性
格
は
難
解
。

だ
か
ら
み
ん
な
で
頭
を
フ
ル

回
転
さ
せ
ま
す
。
吹
奏
楽
は

仲
間
が
一
体
感
を
持
っ
て
、

心
を
確
か
め
合
え
る
の
が
魅
力
。
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
は
音
が
明
る
い
か
ら
好
き
で

す
。
生
駒
中
学
校
の
み
な
さ
ん
と
は
す

ぐ
仲
良
く
な
り
、
共
演
で
き
て
お
互
い

す
ご
く
い
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
」 

　
入
学
式
、
卒
業
式
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
る
式
典
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
を
、
昨

年
秋
、
学
生
に
公
募
し
ま
し
た
。
応
募

作
品
の
中
か
ら
審
査
の
結
果
、
杉
本
友

樹
さ
ん
（
大
３
　
作
曲
）
と
、
中
谷
康

亮
さ
ん
（
短
１
　
作
曲
）
の
作
品
が
選

ば
れ
、
１１
月
９
日
に
学
長
か
ら
表
彰
状

と
図
書
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
３
月
２５

日
の
卒
業
式
に
は
杉
本
さ
ん
の
作
品
が

演
奏
さ
れ
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
に
初
め
て
学
生
が
作
曲

し
た
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が

響
き
ま
し
た
。
入
学
式
に

は
中
谷
さ
ん
の
作
品
が
演

奏
さ
れ
ま
す
。 

　
「
作
品
の
条
件
は
バ
ル
コ
ニ
ー
を
使

っ
た
交
唱
形
式
で
、
楽
器
は
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
と
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
指
定
。
入
選

作
品
は
、
そ
の
意
図
を
汲
み
取
っ
た
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
形
式
の
整
っ
た
古
典

的
な
作
風
で
す
。
今
後
も
隔
年
で
募
集

し
ま
す
」
と
木
村
寛
仁
准
教
授
。 

杉
本
友
樹
さ
ん
　
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
は

作
曲
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
い

い
機
会
で
し
た
。
一
分
間
の
中
に
ス
ト

ー
リ
ー
性
を
こ
め
、
交
唱
形
式
の
空
間

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
出
す
か
悩
み
ま

し
た
。
ま
だ
一
回
も
演
奏
を
聞
い
た
こ

と
が
な
い
の
で
卒
業
式
が
楽
し
み
で
す
。 

中
谷
康
亮
さ
ん
　
中
学
校
の
時
か
ら
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
演
奏
し
て
い
た
の
で
、

金
管
楽
器
の
曲
を
書
い
て
み
た
か
っ
た
。

工
夫
し
た
の
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
リ

ズ
ム
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
が
き
れ
い
に
響
く
音
域
。
初
め
て
自

分
の
作
品
が
評
価
さ
れ
う
れ
し
い
で
す
。 

杉本友樹さん 中谷康亮さん 

ヴ
ェ
リ
テ
ィ
さ
ん
に
学
位
記 

一
体
感
あ
る
演
奏
め
ざ
す 

松
戸
市
立
第
四
中
学
校 
　
　 

須
藤
卓
眞（  

　
） 

８５
年
大
卒 

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト 

吹
奏
楽
部 

顧
　
　
問 

ヴ
ェ
リ
テ
ィ
さ
ん
に
学
位
記 

初
の
学
生
公
募
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

初
の
学
生
公
募
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ 

初
の
学
生
公
募
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ 
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本
学
の
提
携
校
、
英
国
・
王
立
ウ
ェ

ー
ル
ズ
音
楽
演
劇
大
学
へ
の
交
換
留
学

生
に
京
谷
政
樹
さ
ん
（
大
４
・
音
楽
学
）

が
選
ば
れ
、
３
月
２６
日
に
渡
英
し
ま
し

た
。
０９
年
に
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
大
学
で
学
ん
だ
高

崎
真
央
さ
ん
に
続
き
交
換
留
学
生
は
２

人
目
。 

　
京
谷
さ
ん
は
音
楽
学
の
基
礎
を
学
ぶ

と
同
時
に
古
楽
、
民
族
音
楽
も
学
修
し

た
い
と
本
学
に
進
学
。
昨
年
１２
月
に
は

音
楽
学
の
友
達
と
古
楽
発
表
会
を
開
催
。

京
谷
さ
ん
は
チ
ェ
ン
バ
ロ
を
担
当
し
、

サ
ン
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
の
ソ
ナ
タ
Ⅲ
な
ど

を
演
奏
し
ま
し
た
。 

　
王
立
ウ
ェ
ー
ル
ズ
音
楽
演
劇
大
学
は

１
９
４
９
年
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
首
都
カ

ー
デ
ィ
フ
に
設
立
さ
れ
、
０２
年
に
王
立

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
交
換
留
学
は

３
カ
月
の
短
期
間
で
す
が
、
京
谷
さ
ん

は
異
文
化
を
体
験
し
た
い
と
試
験
を
受

け
ま
し
た
。
同
大
学
で
は
古
楽
科
で
チ

ェ
ン
バ
ロ
を
学
ぶ
の
と
英
国
の
作
曲
家

Ｗ
・
バ
ー
ド
や
ド
イ
ツ
人
で
英
国
に
帰

化
し
た
Ｇ
・
Ｆ
・
ヘ
ン
デ
ル
の
作
品
に

つ
い
て
、
京
谷
さ
ん
は
英
国
で
は
こ
れ

ら
の
作
品
を
ど
う
考
え
、
ど
う
演
奏
し

て
い
る
の
か
研
究
し
た
い
、
と
希
望
。 

　
「
英
語
は
あ
ま
り
強
く
な
い
」
と
２

月
か
ら
大
阪
の
英
会
話
教
室
に
通
い
勉

強
。
少
し
予
定
を
早
め
て
渡
英
し
、
ま

ず
英
語
の
勉
強
を
始
め
る
予
定
で
す
。 

　
な
お
、
王
立
ウ
ェ
ー
ル
ズ
音
楽
演
劇

大
学
か
ら
の
留
学
生
、
エ
イ
ミ
ー
・
ド

ハ
テ
ィ
ー
（A

m
y 
D
oherty

）
さ
ん

は
昨
年
１０
月
か
ら
本
学
で
ピ
ア
ノ
を
学

び
、
同
１２
月
に
帰
国
し
て
い
ま
す
。 

　
英
国
か
ら
の
留
学
生
、
ヴ
ェ
リ
テ
ィ
・

レ
イ
ン
（V

erity 
L
ane

）
さ
ん
が
３

月
２５
日
、
大
学
院
（
作
曲
）
の
修
了
式

で
、
英
国
人
と
し
て
初
め
て
本
学
の
学

位
記
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ヴ
ェ
リ
テ

ィ
さ
ん
の
修
士
論
文
は
「
能
に
お
け
る

幽
玄
と
ロ
マ
ン
派
の
サ
ブ
ラ
イ
ム
（
崇

高
美
）」。
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
水
谷
一
郎

教
授
は
「
幽
玄
と
ロ
マ
ン
派
の
美
学
の

共
通
点
に
つ
い
て
述
べ
、
大
変
よ
く
書

け
て
い
る
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。 

　
ヴ
ェ
リ
テ
ィ
さ
ん
は
０７
年
に
ロ
ン
ド

ン
の
大
学
を
卒
業
し
て
来
日
し
ま
し
た
。

日
本
語
は
大
学
時
代
か
ら
学
ん
で
い
ま

し
た
が
、
京
都
に
住
ん
で
約
１
年
間
さ

ら
に
勉
強
。
０９
年
に
本
学
大
学
院
に
入

り
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統
音
楽
を
研
究

す
る
う
ち
、
特
に
能
に
興
味
を
持
ち
、

か
つ
て
本
学
の
大
学
専
攻
科
で
日
本
の

伝
統
音
楽
に
つ
い
て
研
究
し
た
水
谷
教

授
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

　
ヴ
ェ
リ
テ
ィ
さ
ん
は
、
室
町
時
代
の

能
役
者
で
能
作
者
で
も
あ
る
世
阿
弥
が

最
初
に
著
わ
し
た
能
の
理
論
書 

「
風
姿
花
伝
」
や
、世
阿
弥
が
次
男
に

遺
し
た「
三
道
」な
ど
を
原
文
と
現
代
文
、

そ
れ
に
英
文
で
読
み
研
究
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
中
澤
道
子
講
師
が
能
面
を

打
っ
て
い
た
と
聞
き
、
作
品
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
り
、
自
宅
に
能
楽
堂
が
あ
る

と
い
う
学
生
を
訪
ね
た
り
。
ま
た
、
同

じ
院
２
の
松
田
佳
奈
さ
ん（
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
）に
は
各
種
提
出
物
に
つ
い
て
フ

ォ
ロ
ー
を
し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
本
学
の
図
書
館
は
音
楽
に
関
し
て
西

日
本
で
有
数
の
蔵
書
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
水
谷
教
授
に
よ
る
と
、
能
に

関
す
る
も
の
が
や
や
少
な
か
っ
た
の
で
、

ヴ
ェ
リ
テ
ィ
さ
ん
の
研
究
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
能
楽
名
演
集
」

な
ど
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
約
３０
本
を
そ
ろ
え
る
な

ど
、
図
書
館
の
充
実
に
も
な
り
ま
し
た
。 

ヴ
ェ
リ
テ
ィ
さ
ん
は
修
士
論
文
の
中
で

「
私
は
『
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
』
と
い

う
語
が
ロ
マ
ン
派
の『
サ
ブ
ラ
イ
ム（
崇

高
美
）』
と
日
本
の
美
意
識
『
幽
玄
』
に

当
て
は
ま
る
と
言
い
た
い
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。 

　
英
国
に
一
時
帰
国
し
、
修
了
式
の
前

日
に
来
日
予
定
で
し
た
が
、
雪
の
た
め

飛
行
機
が
遅
れ
、
修
了
式
直
後
に
本
学

に
着
い
た
ヴ
ェ
リ
テ
ィ
さ
ん
は
「
大
学

院
生
活
で
一
番
苦
労
し
た
の
は
日
本
語

と
日
本
語
で
論
文
を
書
く
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
日
本
の
伝
統
的
音
楽
を
勉
強

す
る
の
と
笙
を
習
う
こ
と
が
大
変
楽
し

く
、
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
」
と
旅
の
疲
れ
を
見
せ
ず
、
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

ヴ
ェ
リ
テ
ィ
さ
ん
に
学
位
記

ヴ
ェ
リ
テ
ィ
さ
ん
に
学
位
記 

能
の
幽
玄
と
ロ
マ
ン
派
の
美
学
研
究 

ヴ
ェ
リ
テ
ィ
さ
ん
に
学
位
記

ヴ
ェ
リ
テ
ィ
さ
ん
に
学
位
記 
ヴ
ェ
リ
テ
ィ
さ
ん
に
学
位
記 

英国人初　大学院修了 

,
１０年６月、大学院・芸術文化の課目で、筑前
琵琶を手にするヴェリティさん（左） 

京谷政樹さん英国へ 
２人目の交換留学生 

昨年１２月の古楽発表会でチェンバ
ロを弾く。円内は京谷政樹さん 

初
の
学
生
公
募
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ 
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大阪音楽大学カレッジ・オペラ講座２０１１ 

　
学
生
有
志
が
結
集
し
て
つ
く
り
あ
げ

る
大
阪
音
楽
大
学
学
生
自
主
公
演
オ
ペ

ラ
「
Ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｉ
２
０
１
１
」
。
今
年

は
Ｆ
・
レ
ハ
ー
ル
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
『
メ

リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
』
を
、

５
月
１
日
（
日
）
１７
時

３０
分
か
ら
、
ザ
・
カ
レ

ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

で
上
演
し
ま
す
。 

　
入
場
整
理
券
の
申
し

込
み
は
４
月
１８
日
（
月
）

必
着
。
往
復
は
が
き
１

枚
に
整
理
券
１
枚
と
し

ま
す
。
あ
て
先
は
〒
５

６
１
‐
８
５
５
５
　
豊

中
市
庄
内
幸
町
１
‐
１
‐
８
　
大
阪
音

楽
大
学
コ
ン
サ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
気
付
。

当
選
者
に
は
４
月
２５
日
ま
で
に
発
送
し

ま
す
。 

　
『
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
』
は
、
パ
リ

を
舞
台
に
美
貌
の
未
亡
人
ハ
ン
ナ
と
か

つ
て
の
恋
人
ダ
ニ
ロ
伯
爵
を
め
ぐ
る
ラ

ブ
コ
メ
デ
ィ
ー
。
制
作
担
当
の
澤
田
美

紀
さ
ん
（
大
３
　
声
楽
）
は
「
『
メ
リ

ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
』
は
だ
れ
も
が
親
し
み

や
す
い
旋
律
で
、
前
奏
か
ら
フ
ィ
ナ
ー

レ
ま
で
ず
っ
と
楽
し
げ
な
音
楽
が
流
れ

て
い
ま
す
。
学
生
だ
け
で
や
っ
て
い
る

の
で
、
未
熟
な
面
が
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
〝
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
団
結
し

よ
う
〞
を
モ
ッ
ト
ー
に
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
お
客
さ
ま
が
、
学
生
の
熱
い
思

い
を
受
け
取
っ
て
感

動
し
て
い
た
だ
け
る

舞
台
を
お
届
け
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
澤
田
さ
ん
（
０
９

０
‐
３
０
３
４
‐
６
２
６
０
）
へ
。 

大阪音楽大学出張講座 

オペラ物知り講座 in ひこね vol.4 

『カルメン』 
４月１０日（日）１４時 
ひこね市文化プラザ　エコーホール 
前売１５００円　当日２０００円　自由席 
［チケット取扱い］ 
ひこね市文化プラザチケットセンター 
1０７４９-２７-５２００ 
構成・お話　中村敬一 
ソリスト　児玉祐子（カルメン） 
　　　　二塚直紀（ドン・ホセ） 
　　　　友田久美（ミカエラ） 
　　　　西田昭広（エスカミーリョ） 
　　　　端山梨奈（フラスキータ） 
　　　　林育子（メルセデス） 
　　　　佐々木開基（モラレス） 
合唱　　猪飼実穂　岡田真由子 
　　　　北村則子 
ピアノ　矢崎真理　飯川弓恵 
演奏曲　「たばこ女工の合唱」 
　　　　「ハバネラ」「母の手紙は」 
　　　　「ジプシーの歌」「闘牛士の歌」 
　　　　「カルタの三重唱」　ほか 
主催　アイネ・クライネ・ローテ・ボーネ 
協力　大阪音楽大学　ひこね市文化プラザ 

澤田美紀さん 

「メリー・ウィドウ」 
大阪音楽大学学生自主公演オペラ 

５月１日　ザ・カレッジ・オペラハウス 
「メリー・ウィドウ」 「メリー・ウィドウ」 

申
し
込
み
は
４
月
１８
日
必
着 

音楽博物館 
MUSEUM OF THE OSAKA COLLEGE OF MUSIC

第６８回ミュージアム・コンサート 

「アーリー・ギターの愉しみ」 
２０１１年２月１２日（土）　お話と演奏：高本一郎 

　幅広い音楽ジャンルに対応する楽器として、ギターはとても
身近な存在ですが、今回のミュージアム・コンサートでは、珍し
い１６～１９世紀のギターと１３～１７世紀のスペインで栄えた弦
楽器ヴィウエラを、高本一郎さんの演奏で紹介しました。本
館所蔵１７７６年Ｊ．Ｒ．ベルテ製作の５コース復弦のギターも登
場し、オリジナル楽器ならではの響きが会場を満たしました。
１６世紀の作曲家Ｇ．モルラーユから１９世紀のＦ．ソルの作品
まで、年代に添って演奏とお話を進め、最後は高本さん作曲
の作品と即興演奏で締めくくりました。 

伝・石村近江の三味線 

　館蔵楽器の中に、江戸・元禄期頃の名匠石村
近江製作と伝えられる京三味線があります。漆塗
りの胴には、中国の特殊なネズミの毛で描かれた
細密な金蒔絵細工が施されており、現在では大
変貴重なものです。この度、本体の調整と皮の張
り替えを行い美しい姿に蘇りましたので、ぜひ一度
ご覧ください。 
　なお、この三味線は２月１９日～３月２１日、滋賀県
の長浜市曳山博物館
開館１０周年特別展「歌
舞伎からみるお江の時
代」に出品、多くの方に
見ていただきました。 

音楽博物館お問合わせ　106-6868-1509　FAX06-6865-1221
museum1@daion.ac.jp   URL： ｈｔｔｐ://daion.ac.jp/museum/
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〔オペラ物知り講座〕 
テーマ　オペラをかげから支える頭脳たちⅡ 

構成・お話　中村敬一 
各回　１８時３０分～２０時３０分　ミレニアムホール 
受講料　１０００円　４回一括　３５００円 
第１回　５月２４日（火）　「美術デザイナーのお仕事」 
　　　ゲスト：増田寿子（装置家） 
　　　演奏：尾崎比佐子（ソプラノ）　關口康祐（ピアノ） 
第２回　７月１９日（火）　「ドイツ語指導のお仕事」 

ゲスト：高折續（ドイツ語原語指導） 
演奏：迎肇聡（バリトン）　岡本佐紀子（ピアノ） 

第３回　１１月１５日（火）　「衣裳デザイナーのお仕事」 
ゲスト：村上まさあき（衣裳家） 
演奏：三村浩美（ソプラノ）　谷浩一郎（テノール）　關口康祐（ピアノ） 

第４回　１月２４日（火）　「照明デザイナーのお仕事」 
　　　ゲスト：　木実（照明家） 
　　　演奏：松田昌恵（ソプラノ）　岡本佐紀子（ピアノ） 

〔一般社会人のためのオペラ講座〕 
日程　５月１２日、１９日、６月２日、９日、２３日　毎回木曜日 
１８時３０分～２０時３０分（６月２３日のみ１８時～２１時） 
講師●演出　中村敬一　●指揮　加藤完二 
　　●声楽・原語指導　安藝榮子　田邉織恵　川口りな（補助） 
　　●コレペティートル　佐藤明子　矢崎真理 
受講料２０，０００円　定員４０人 

〔高校生のためのオペラ講座〕 
日程　８月１９日（金）１１時～１５時　Ｃ４０１教室 
　　　８月２０日（土）１１時～１７時　オペラハウス 
講師●演出　中村敬一　●声楽・原語指導　荒田祐子　田中由也 
　　●コレペティートル　矢崎真理　西尾麻貴 
受講料１０，０００円　定員３０人 
＜申し込み・問い合わせ＞大阪音楽大学エクステンション・センター 
６月１日より受付窓口が「連携支援センター」に変わります。 
1０６ー６３３４ー２２４９　ＦＡＸ０６ー６３３４ー２５４２ 

第４７回オペラ公演　サマー・オペラ 
モーツァルト・シリーズ 
W.A.モーツァルト 
　　　　　　　　　　　（原語－ドイツ語上演　字幕付） 
７月８日（金）１８時　７月１０日（日）１４時 
全指定席　５月９日（月）１３時発券予定 
入場料　一般７０００円　シルバー６０００円 
　　　　＊幸楽会・付属音楽院会員はシルバー料金と同額とします。 
　　　　小・中・高校生３０００円 
指揮　大勝秀也　演出　岩田達宗 
制作統括　荒田祐子 
〈キャスト〉 
ザラストロ　周　江平　タミーノ　谷浩一郎 
僧侶　田中　勉　僧侶Ⅱ・鎧をつけた者Ⅰ　松本薫平 
僧侶Ⅰ・鎧をつけた者Ⅱ　山川大樹　夜の女王　柴山　愛 
パミーナ　　嶋優羽　ダーメⅠ　尾崎比佐子 
ダーメⅡ　木澤佐江子　ダーメⅢ　荒田祐子 
パパゲーノ　萩原次己　パパゲーナ　田邉織恵 
クナーベⅠ　植田加奈子　クナーベⅡ　阪西潤美 
クナーベⅢ　西村　薫　モノスタトス　藤村匡人 
　　合唱　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団 
　　管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団 

第４８回オペラ公演　２０世紀オペラ・シリーズ 
B.ブリテン 
 
 
　　　　　　　　　　　　　  （原語－英語上演・字幕付） 
１０月１４日（金）１８時３０分　１０月１６日（日）１４時 
全指定席　発券日未定 
入場料　一般７０００円　シルバー６０００円 
　　　　＊幸楽会・付属音楽院会員はシルバー料金と同額とします。 
　　　　小・中・高校生３０００円 
指揮　十束尚宏　演出　岩田達宗 
制作統括　荒田祐子 
＜キャスト＞ 
プロローグ　柏原保典　　　女家庭教師　井岡潤子 
マイルズ　植田加奈子　　　フローラ　　山景子 
グロース夫人　小西潤子　　クイント　中川正崇 
ミス・ジェスル　藤原未佳子 
管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団 

2011年度　オペラ公演 

「魔　笛」 「ねじの回転」 

大阪音楽大学大阪音楽大学カレッジ・オペラ講座講座２０１１ 大阪音楽大学カレッジ・オペラ講座２０１１ ２０１１年度 
ミレニアムホール特別講座 

ミレニアムピアノコンサート 

プロデュース・講師：日下部吉彦 
各回　１４時～１６時　ミレニアムホール 
受講料：１回１０００円　　４回一括３５００円 
第４３回レクチャー・コンサート 
６月１１日（土） 
『ピアノの“３冠王”リスト生誕２００年』 
演奏：芹澤佳司（ピアノ）　芹澤文美（ピアノ） 
第４４回レクチャー・コンサート 
９月１７日（土） 
『マーラーの時代がやって来た』 
演奏：小餅谷哲男（テノール）　田中勉（バリトン） 
關口康祐（ピアノ） 
第４５回レクチャー・コンサート 
１２月３日（土） 
『“テレビ・オペラ”の創始者メノッティ』 
演奏：田邉織恵（ソプラノ）　野間直子（アルト） 
中川正崇（テノール）　福島勲（バリトン） 
松澤政也（バリトン）　關口康祐（ピアノ） 
第４６回レクチャー・コンサート 
２月４日（土） 
『楽しい仲間と愉快な金管五重奏』 
演奏：呉　信一（トロンボーン）　他 
＜申し込み・問い合わせ＞ 
大阪音楽大学エクステンション・センター 
６月１日より受付窓口が「連携支援センター」に変わります。 
1０６ー６３３４ー２２４９　ＦＡＸ０６ー６３３４ー２５４２ 

５月１９日（木）１７時　ミレニアムホール　入場無料 
　演奏　小出ひろみ　北野裕司　（予定） 
６月７日（火）１７時　ミレニアムホール　入場無料 
　演奏　油井美加子　植田定和　（予定） 

◇オペラハウス公演のチケットは電話、Fax、はがきでコンサート・センターへお申し込みください。ホームページからもお申し込みいただけます。
http://daion.ac.jp［大阪音楽大学コンサート・センター］〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８　1０６-６３３４-２２４２　FAX０６-６３３４-２１６４ 

「メリー・ウィドウ」 「メリー・ウィドウ」 
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日
本
を
代
表
す
る
国
際
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
前
橋
汀
子
教
授
が
演
奏
す

る
特
別
講
義
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
弦
楽
四
重
奏
」
が
２
月
２４
日
、
ミ
レ
ニ
ア

ム
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
室
内
楽
に
力
を
入
れ
て
い
る
前
橋
教

授
か
ら
「
大
学
で
も
お
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
」
と
の
話
が
持
ち
上
が

り
、
今
回
の
特
別
講
義
が
実
現
し
ま
し
た
。
優
雅
さ
と
円
熟
味
に
溢
れ
、
聴

衆
を
魅
了
す
る
前
橋
教
授
。
今
、
一
番
の
夢
は
学
内
で
室
内
楽
を
全
曲
演
奏

す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。 

　
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
チ
ェ
リ
ス
ト
の
上

塚
憲
一
准
教
授
。「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
初
期
に
お
け
る
弦
楽
四
重
奏
の
成
り

立
ち
」
に
つ
い
て

解
説
し
ま
し
た
。 

　
「
楽
聖
」
と
し

て
た
た
え
ら
れ
て
い
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
（
１
７
７
０
‐
１
８
２
７
年
）。
彼

を
語
る
と
き
、
生
涯
を
「
初
期
」「
中

期
」「
後
期
」
の
３
つ
に
分
け
て
語
ら

れ
ま
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と
っ
て

の
初
期
は
ウ
イ
ー
ン
に
登
場
し
た
１
７

９
２
年
か
ら
１
８
０
２
年
ご
ろ
ま
で
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。 

　
初
期
の
６
曲
を
書
い
て
い
た
ま
さ
に

そ
の
こ
ろ
、
彼
の
耳
は
少
し
ず
つ
聞
こ

え
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
き
ょ
う
、
は
じ
め
に
演
奏
す
る
「
弦

楽
四
重
奏
曲
第
４
番 

ハ
短
調
作
品
１８

‐
４
」
（
１
８
０
０
年
）
は
６
曲
の
中

で
は
メ
ジ
ャ
ー
な
曲
。
お
も
し
ろ
い
の

は
第
２
楽
章
。
普
通
は
速
い
楽
章
の
次

は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
楽
章
が
来
る
ん
で

す
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
こ
に
ス

ケ
ル
ツ
ォ（A

ndante quasi A
llegro

）

と
い
う
楽
章
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

展
開
は
「
第
九
」
と
同
じ
感
覚
。
３
楽

章
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
を
は
さ
み
、
４
楽
章

は
速
い
ロ
ン
ド
形
式
の
曲
で
「
ジ
ュ
ピ

タ
ー
」
の
よ
う
な
音
形
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
速
い
中
に
も
、
テ
ー
マ
を
持
っ

て
音
楽
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
「
弦
楽
四
重
奏
曲
第
６
番 

変
ロ
長

調
作
品
１８
‐
６
」
（
１
８
０
０
年
）
は

６
曲
の
中
の
最
後
の
曲
と
い
う
こ
と
で

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
か
な
り
力
を
い
れ

て
書
い
た
よ
う
で
、
レ
ベ
ル
的
に
は
最

も
難
し
い
曲
で
す
。 

　
す
ご
く
朗
ら
か
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か

と
思
え
ば
、
４
楽
章
の
序
奏
が
メ
ラ
ン

コ
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
り
、
哲
学
的
に
悩

ん
で
い
る
よ
う
な
音
楽
で
あ
る
か
と
思

え
ば
、
突
然
、
天
真
爛
漫
な
晴
れ
や
か

な
音
楽
が
流
れ
て
く
る
よ
う
な
作
品
で

す
。
こ
の
曲
を
聴
け
ば
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
が
す
ご
く
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
っ
た

人
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
が
よ
く
わ

か
る
と
思
い
ま
す
。 

　
今
回
の
特
別
講
義
に
備
え
、
演
奏
者

は
９
月
の
後
期
授
業
か
ら
練
習
に
入
り

ま
し
た
。
本
番
直
前
の
３
日
間
は
午
後

１
時
か
ら
夕
方
６
時
ご
ろ
ま
で
休
み
な

し
。
「
前
橋
先
生
は
ま
っ
た
く
疲
れ
を

感
じ
な
い
方
で
、
音
色
の
こ
と
、
音
楽

性
の
深
い
と
こ
ろ
の
こ
と
、
奏
法
の
こ

と
な
ど
を
す
ご
く
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
」
と
上
塚
准
教
授
。 

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
松
田
佳
奈
さ
ん
と

ヴ
ィ
オ
ラ
の
山
田
聖
華
さ
ん
は
前
橋
教

授
に
と
っ
て
は
か
わ
い
い
愛
弟
子
。
二

人
に
は
若
い
こ
ろ
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

時
代
を
振
り
返
り
「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ

た
ら
な
ん
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
さ
い
。

そ
れ
が
失
敗
で
あ
ろ
う
が
、
な
ん
で
あ

ろ
う
が
恐
れ
ず
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
学
生
時
代
に
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
見
つ
け
て
、
外
国
に
行
く
チ
ャ
ン

ス
が
あ
っ
た
ら
向
こ
う
の
空
気
を
ぜ
ひ

吸
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
た

そ
う
で
す
。 

　
今
年
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
中
期
の
室

内
楽
「
ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
」
を
ぜ
ひ
弾

い
て
み
た
い
、
と
も
。 

前橋　汀子教授　　ヴァイオリン 
松田　佳奈（院２）ヴァイオリン 
山田　聖華（院２）ヴィオラ 
上塚　憲一准教授　チェロ 

演奏者（左から） 

前橋汀子　特別講義 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
弦
楽
四
重
奏 

夢
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
全
曲
演
奏 
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関
西
楽
壇
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
飾
っ
た

関
西
初
の
「
第
九
」
演
奏
会
か
ら
約
２

カ
月
後
の
１
９
３
７
年
（
昭
和
１２
年
）

１
月
２９
日
と
３０
日
に
大
阪
の
中
之
島
・

中
央
公
会
堂
で
、
日
本
が
生
ん
だ
世
界

的
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
、
三
浦
環
の
歌
劇
「
お

蝶
夫
人
」（
蝶
々
夫
人
）
の
公
演
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
関
西
初
演
で
す
。

最
初
、
大
阪
音
楽
学
校
に
打
診
が
あ
り

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
校
長
の
永
井

幸
次
が
支
部
長
を
務
め
る
東
京
音
楽
学

校
同
声
会
（
同
窓
会
）
大
阪
支
部
が
主

催
し
ま
し
た
。
　
　
　
（
文
中
敬
称
略
） 

　
三
浦
は
東
京
音
楽
学
校
を
卒
業
、
１

９
１
５
年
（
大
正
４
年
）
に
英
国
で
デ

ビ
ュ
ー
し
、
成
功
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
欧
米
で
活
躍
し
３５
年
（
昭
和
１０
年
）

に
上
演
２
０
０
０
回
の
記
録
を
達
成
。

翌
３６
年
に
帰
国
し
ま
し
た
。
関
西
初
演

を
後
援
し
た
大
阪
毎
日
新
聞
は
３７
年
１

月
３０
日
付
で
「
お
蝶
さ
ん
に
大
観
衆
酔

う
」
と
い
う
見
出
し
で
次
の
よ
う
に
報

じ
て
い
ま
す
。 

　
「
三
浦
環
女
史
主
演
の
邦
語
歌
劇
お

蝶
夫
人
の
関
西
初
公
演
は
本
社
後
援
の

も
と
に
２９
日
夜
７
時
半
か
ら
中
之
島
中

央
公
会
堂
に
そ
の
第
一
夜
を
開
い
た
が
、

公
演
実
に
二
千
回
世
界
の
お
蝶
さ
ん
と

い
わ
れ
た
環
夫
人
の
舞
台
に
全
幕
邦
語

の
画
期
的
な
試
み
が
フ
ァ
ン
を
惹
き
つ

け
て
会
場
は
開
場
前
す
で
に
満
員
の
盛

況
。（
中
略
）
幕
が
開
き
環
女
史
の
お

蝶
さ
ん
、
渡
邊
光
氏
の
ピ
ン
カ
ー
ト
ン

を
中
心
に
出
演
者
百
余
名
と
い
う
豪
華

懸
命
の
演
出
で
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ
の

真
味
を
満
喫
さ
せ
…
…
」 

　
ま
た
、
２
月
１
日
付
の
同
新
聞
は
「
環

さ
ん
に
聴
か
れ
聴
く
の
会
　
二
千
五
回

目
の
舞
台
を
了
へ
」
と
報
道
。
こ
の
会

に
集
ま
っ
た
の
は
永
井
幸
次
を
始
め
、

大
阪
音
楽
学
校
教
授
の
杉
江
秀
ら
。「
お

蝶
さ
ん
は
さ
し
も
の
公
会
堂
を
連
日
超

満
員
に
し
た
意
外
な
く
ら
い
の
反
響
に

す
っ
か
り
ご
満
悦
で
、
真
っ
赤
な
ド
レ

ス
に
厚
化
粧
の
環
さ
ん
は
舞
台
そ
の
ま

ま
の
若
々
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
を
座
敷
一
杯

ふ
り
ま
い
て
、
邦
訳
歌
劇
演
出
の
苦
心

談
や
環
さ
ん
を
世
界
の
お
蝶
さ
ん
に
仕

上
げ
た
こ
の
歌
劇
の
作
曲
家
プ
ッ
チ
ー

ニ
の
思
い
出
話
な
ど
を
語
れ
ば
、
参
会

者
か
ら
環
さ
ん
に
対
し
て
、
大
阪
公
演

の
印
象
を
は
じ
め
歌
劇
邦
訳
是
非
、

聴
衆
の
教
養
問
題
劇
場
論
な
ど
さ

か
ん
に
意
見
や
注
文
が
出
て
、（
中

略
）
音
楽
文
化
運
動
の
将
来
に
い

ろ
い
ろ
な
示
唆
を
含
む
話
題
に
花

を
咲
か
せ
た
」 

　
こ
の
公
演
に
つ
い
て
野
口
幸
助

（
本
学
同
窓
会
・
幸
楽
会
元
会
長
）

は
「（
昭
和
）
１２
年
１
月
の
三
浦

環
の
お
蝶
夫
人
の
公
演
は
学
校
の

主
催
で
、
私
も
事
務
の
手
伝
い
を

さ
せ
て
貰
っ
た
。
と
こ
ろ
が
満
員

の
盛
況
な
の
に
赤
字
だ
っ
た
こ
と

に
私
は
義
憤
を
感
じ
、
『
ヨ
シ
、

良
い
音
楽
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
ろ
う
』

と
決
心
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

後
の
３
年
間
は
そ
の
つ
も
り
で
勉
強
し

た
。
予
科
の
頃
か
ら
コ
ー
ル
ユ
ー
ブ
ン

ゲ
ン
は
、
未
だ
金
ボ
タ
ン
の
学
生
服
を

着
た
木
村
四
郎
先
生
に
習
い
、
音
楽
史

や
楽
式
論
な
ど
を
朝
比
奈
隆
先
生
に
習

っ
た
」
と
、
音
楽
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
っ

た
動
機
を
記
し
て
い
ま
す
。 

　
野
口
は
大
阪
音
楽
学
校
に
公
演
の
打

診
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
「
主
催
し
た
」

と
勘
違
い
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
こ
の
関
西
公
演
が
契
機
と
な
り
、

大
阪
音
楽
学
校
を
卒
業
後
、
音
楽
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
の
草
分
け
と
し
て
音
楽
事

務
所
を
設
立
。
６０
有
余
年
に
わ
た
り
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
続
け
た
こ
と
で
、
大

阪
音
楽
大
学
の
卒
業
生
を
は
じ
め
数
多

く
の
音
楽
家
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

大
阪
音
楽
学
校
創
設
時
に
教
授
だ
っ
た

大
塚
種
子
（
声
楽
）
は
三
浦
環
の
弟
子

で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
内
外
の
オ
ペ
ラ

界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
三
浦
環
で

し
た
が
、
４６
年
（
昭
和
２１
年
）
に
６２
歳

で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。 

　
三
浦
の
関
西
初
演
が
あ
っ
た
同
じ
３７

年
の
７
月
７
日
、
中
国
・
北
京
南
郊
の

蘆
溝
橋
で
日
中
両
軍
が
衝
突
し
て
戦
争

に
発
展
。
４４
年
（
昭
和
１９
年
）
４
月
、

大
阪
音
楽
学
校
は
や
む
を
得
ず
一
時
閉

鎖
し
、
終
戦
後
の
翌
４５
年
１０
月
に
授
業

を
再
開
し
ま
し
た
。
以
後
、
発
展
を
続

け
５１
年
（
昭
和
２６
年
）
に
大
阪
音
楽
短

期
大
学
を
開
学
。
５４
年
１０
月
１５
日
、
現

在
地
の
豊
中
市
庄
内
幸
町
（
当
時
は
豊

能
郡
庄
内
町
）
に
庄
内
学
舎
１
号
館
が

完
成
し
、
味
原
か
ら
移
転
。
５８
年
（
昭

和
３３
年
）
４
月
、
大
阪
音
楽
大
学
が
開

学
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
× 

　
３
年
に
わ
た
り
連
載
し
て
き
た
「
校

史
点
描
」
は
今
回
で
終
わ
り
ま
す
。
ご

愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

〈１８〉 

創
立
百
周
年
に
向
け
て 

１
９
３
７
年
１
月
２９
日
に
中
之
島
中
央
公
会

堂
で
三
浦
環（
左
か
ら
４
人
目
）を
囲
ん
で 

野
口
決
心
「
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
」 

満員で赤字 なぜと義憤 

三浦環の関西初演 
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３月９日　ザ・カレッジ・オペラハウス３月９日　ザ・カレッジ・オペラハウス ３月９日　ザ・カレッジ・オペラハウス 

２月２月２７日　兵庫県立芸術文化センター日　兵庫県立芸術文化センター ２月２７日　兵庫県立芸術文化センター 

２月１９、２０日　ザ・カレッジ オペラハウス 

　
大
阪
音
楽
大
学
・
同
短
期
大
学
部
弦
楽
器
専

攻
生
に
よ
る
第
８
回
ザ
・
ス
ト
リ
ン
グ
・
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
指
揮
は
上
塚
憲
一

准
教
授
。
前
半
は
４
年
生
の
ソ
リ
ス
ト
た
ち
が
、

３
、
４
年
生
の
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
バ
ッ
ク

に
Ａ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
協
奏
曲
集
「
調
和

の
霊
感
」
や
、
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
の
「
３
つ
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
協
奏
曲
」
を
バ
ロ
ッ

ク
の
様
式
美
豊
か
に
演
奏
。
１
、
２
年
生
は
Ｗ
・

Ａ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ

ン
ト
　
ニ
長
調
」
を
、
春
を
告
げ
る
小
鳥
の
よ

う
に
は
つ
ら
つ
と
演
奏
し
ま
し
た
。 

　
後
半
は
全
員
で
Ｐ
・
Ｉ
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
の
「
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
ド
　
ハ
長
調
」
。
軽
や

か
な
ワ
ル
ツ
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
エ
レ
ジ
ー
、

弦
楽
器
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
重
厚
で
濃
密
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
会
場
を
満
た
し
ま
し
た
。 

　大阪音楽大学第４２回吹奏楽演奏会が開か
れました。演奏は、今年ＷＡＳＢＥ国際大会
日本代表に選ばれた大阪音楽大学吹奏楽団。
第一部は吹奏楽のカリスマ的指導者として
名高い丸谷明夫特任教授の指揮で、ファン
ファーレが華やかなＤ.ショスタコーヴィチ
の「祝典序曲」、鎌田敏の日本民謡組曲「わ
らべ唄」、Ｐ.Ａ.グレインジャーの「リンカ
ンシャーの花束」などを演奏。第２部は北
野徹教授の指揮で、混沌と湧き上がる音の
マグマと澄み切ったハーモニーが、人間の
内面を映す高昌帥の「マインドスケープ　
ウインドオーケストラのための」、Ｏ.レス
ピーギの交響詩「ローマの祭り」をまばゆ
いばかりの色彩感で演奏しました。 
　コンサート・ミストレス、インスペクター
　澤井明日見さん（大４　クラリネット）
　音楽をする人間のあり方を重視する、丸
谷先生の熱意あるご指導に、とまどいなが
らも次第についていけるようになりました。
「ローマの祭り」は、オーケストラの響き
をめざしました。 

　大阪音楽大学短期大学部の第１６回吹奏楽演
奏会が３月６日、ザ・カレッジ・オペラハウ
スで行われました。指揮は小野川昭博講師と
丸谷明夫特任教授。演奏は短大１、２年生を
中心に編成した短期大学部吹奏楽団。 
　第１部は小野川講師の指揮で酒井格が高校
時代に書いた初の吹奏楽曲「たなばた」、１９
世紀後半にミシガンの水夫たちが歌っていた
舟歌を編曲したＦ.ティケリの「シェナンドー」、
Ｎ.へスがアメリカの東海岸ニューヨーク近郊
を訪れたときの印象をもとに、１９８５年に作曲
した「イーストコーストの風景」など。 
　第２部は丸谷特任教授が短大演奏会で初め
てタクトを握りました。２０１１年度全日本吹奏
楽コンクール課題曲に始まり、現代吹奏楽の
原点とされるＧ.ホルストの｢吹奏楽のための
第１組曲｣、Ａ.リードの代表作｢アルメニアン・
ダンス パートⅠ｣などを演奏しました。 
　会場には将来、吹奏楽を目指す中、高校生
たちの姿もありました。 

第
１６
回
短
大
吹
奏
楽
演
奏
会
 

第42回 吹奏楽 演奏会 

第８回ザ・ストリング・コンサート 
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３月９日　ザ・カレッジ・オペラハウス 

２月２７日　兵庫県立芸術文化センター 

　第２２回大阪音楽大学学生オペラ、
Ｗ.Ａ.モーツァルトの「ドン・ジョ
ヴァンニ」が上演されました。オー
ディションで選ばれた学生たちがダ
ブルキャストで出演し、小田野宏之
特任教授の指揮で、大阪音楽大学合
唱団、同管弦楽団が演奏。演出は中

村敬一講師。 
　深窓の令嬢ドンナ・アンナ、執着
の権化ドンナ・エルヴィーラ、萌え
いずる村娘ゼルリーナを次々と誘惑
し、「たとえ世の終わりがこようと
決して恐れるものか」と悪のダンデ
ィズムを貫いたドン・ジョヴァンニ

のドラマを、学生たちはそれぞれの
個性やアイデアを生かし、魅力的に
演じました。なかでも捨てられた女
たちの情念が亡者と化し、ドン・ジ
ョヴァンニを地獄に引きずり込むシ
ーンは鬼気迫る迫力でした。 
 

ドン・ジョヴァンニ（１９日）の岩瀬
昌弘さん（院１）　この役はまった
く素の自分と違うので、人間みんな
が持っている欲望の塊ととらえ、と
にかくシャープにいこうと思いまし
た。「シャンパンの歌」は声にめり
はりをつけ、ずば抜けてテンション
高く、「セレナーデ」はマンドリン
が伴奏なので、情熱的かつ硬軟現れ

るように、「手を取り合って」はデ
ュエットなので、グミのような触感
で歌をやりとりしながらゼルリーナ
を誘いました。 
バンダ（舞台上のアンサンブル）の来住姫
乃さん（大１　チェロ）、尾松麻衣
さん（大３　ホルン）、犬飼理恵子
さん（大１　コントラバス）　舞台
ではドン・ジョヴァンニ様に雇われ

た楽士を演じているつもりで、姿勢
や手の位置にも注意しながら弾きま
した。いつもと違う感覚でとても楽
しかったです。ホルンは後ろ向きの
ベルなので、お客さまに遅れて聞こ
えないか、何回も録音して確かめま
した。舞台では楽譜を見られないの
で、暗譜に時間がかかりました。 

２月２月１９、２０日　ザ・カレッジ日　ザ・カレッジ オペラハウスオペラハウス ２月１９、２０日　ザ・カレッジ オペラハウス 

第２２回大阪音楽大学学生オペラ 

ドン・ジョヴァンニ 
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中
澤
道
子
講
師
が
作
曲
し
た
創
作
オ

ペ
ラ
「
オ
リ
ベ
焼
文
様
〜
古
田
織
部
と

妻
せ
ん
の
愛
と
炎
の
物
語
」（
全
二
幕

八
場
）
が
２
月
２０
日
、
岐
阜
県
多
治
見

市
文
化
会
館
で
再
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
オ
ペ
ラ
は
９７
年
に
多
治
見
市
文
化
会

館
２０
周
年
を
記
念
し
て
書
か
れ
た
市
の

委
嘱
作
品
。
今
回
は
市
制
７０
周
年
事
業

の
一
環
と
し
て
市
民
オ

ペ
ラ
の
会
が
再
演
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
１
３
０
０
人

収
容
の
会
場
は
満
席
。

補
助
席
も
間
に
合
わ
ず
、

通
路
に
座
っ
て
観
る
人

た
ち
の
姿
も
。 

　
「
オ
リ
ベ
焼
文
様
」

は
戦
国
の
世
、
信
長
、

秀
吉
、
家
康
の
３
人
に

仕
え
、
千
利
休
の
跡
を

継
ぐ
茶
匠
「
古
田
織
部
」

と
そ
の
家
族
の
数
奇
な
運
命
を
描
い
た

物
語
。
妻
せ
ん
と
幼
馴
染
、
彩
音
と
の

愛
を
伏
線
に
、
陶
華
「
織
部
焼
」
誕
生

へ
の
苦
悩
と
情
熱
を
描
い
て
い
ま
す
。

原
作
・
台
本
は
地
元
の
作
家
、
野
老
比

左
子
さ
ん
、
音
楽
は
本
学
出
身
の
作
曲

家
、
中
澤
さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。 

　
序
曲
は
織
部
の
夢
と
情
熱
、
悲
運
を

暗
示
す
る
か
の
よ
う
に
、
壮
大
な
音
楽

が
会
場
を
揺
る
が
し
ま
す
。
観
客
は
こ

の
と
き
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
出
来
事
を

予
感
し
、
ド
ラ
マ
の
中
に
引
き
込
ま
れ

て
い
き
ま
す
。 

　
悲
劇
の
予
感
を
木
管
楽
器
群
に
、
織

部
の
創
意
と
情
熱
を
金
管
楽
器
群
に

設
定
し
、
各
場
面
の
モ
チ
ー
フ
を
点

在
さ
せ
な
が
ら
大
き
く
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
（
中
澤
道
子
）。 

　
場
所
は
北
野
天
満
宮
。
秀
吉
が
古
田

織
部
に
天
下
一
の
茶
碗
を
作
る
よ
う
に

命
じ
る
場
面
。 

　
秀
吉
　
天
下
に
光
る
道
具
を
作
れ
　

天
下
に
光
る
器
を
作
れ 

　
合
唱
　
天
下
に
光
る
　
天
下
に
光
る

天
下
に
光
る
　
う
つ
わ
　
う
つ
わ 

　
秀
吉
　
武
士
の
名
に
か
け
て
　
命
を

か
け
て
　
茶
碗
を
作
る
の
じ
ゃ 

　
意
に
叶
う
器
の
完
成
が
果
た
せ
ず
、

利
休
の
亡
霊
に
さ
え
怯
え
苦
悩
す
る

織
部
の
深
い
葛
藤
を
、
や
や
現
代
的

な
音
色
で
歌
い
上
げ
ま
す
。 

　
第
一
幕
の
見
せ
場
、
炎
の
中
か
ら
黒

織
部
沓
形
茶
碗
が
出
て
く
る
シ
ー
ン
。 

　
合
唱
　
青
い
織
部
の
ひ
ょ
う
げ
茶
碗 

泥
と
水
か
ら
生
ま
れ
で
た 

　
織
部
　
出
来
た
　
出
来
た
ぞ
　
ひ
ょ

う
げ
茶
碗
が
、
お
お
お
出
来
た 

　
器
が
完
成
し
た
最
も
劇
的
な
場
面
で

は
、
合
唱
が
炎
を
象
徴
す
る
力
強
い

歌
声
で
歌
い
ま
す
。 

　
夢
幻
の
場
。
炎
上
す
る
大
阪
夏
の
陣

で
、
古
田
織
部
と
息
子
４
人
が
切
腹
、

１
人
討
ち
死
。 

　
織
部
　
い
と
し
の
わ
が
妻
よ
　
い
と

し
の
わ
が
子
ら
よ
　
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で 

つ
い
て
来
て
く
れ
た 

　
せ
ん
　
い
と
し
の
わ
が
人
よ

　
あ
な
た
様
の
悲
し
み
は
わ
た

し
の
悲
し
み 

　
家
康
を
辱
め
た
と
の
謀
略
か
ら
、
無

念
の
死
を
遂
げ
る
織
部
と
妻
の
絆
を

悲
哀
に
満
ち
た
ア
リ
ア
で
表
現
。 

　
岐
阜
、
名
古
屋
な
ど
で
再
演
を
重
ね

て
き
た
「
オ
リ
ベ
焼
文
様
」。
今
回
は

キ
ャ
ス
ト
、
合
唱
団
、
少
年
少
女
合
唱

団
、
交
響
楽
団
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
総
勢

２
０
０
人
が
総
力
を
あ
げ
て
舞
台
を
作

り
ま
し
た
。 

　
「
オ
ペ
ラ
を
書
き
残
す
こ
と
は
私
の

夢
。
１４
年
前
に
委
嘱
の
話
が
飛
び
込
ん

で
き
た
と
き
は
、
資
料
集
め
や
イ
メ
ー

ジ
固
め
に
日
々
費
や
し
、
必
死
で
書
き

上
げ
ま
し
た
」
と
い
う
中
澤
さ
ん
。「
オ

リ
ベ
は
私
に
と
っ
て
は
生
涯
記
念
す
べ

き
作
品
で
あ
り
、
こ
れ
に
か
か
わ
っ
た

人
々
と
の
思
い
出
は
、
か
け
が
え
の
な

い
宝
物
で
す
」。 

　
市
制
７０
周
年
を
迎
え
た
多
治
見
市
。

街
に
は
今
も
古
田
織
部
の
陶
華
が
香
り

ま
す
。 

写真は「たじみ市民オペラの会」提供 

「
オ
リ
ベ
」
は
私
に
と
っ
て
宝
物 

中澤道子講師 作曲 
オペラ「オリベ焼文様」 
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ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
と
っ
て
、Ｃ
Ｄ
を

リ
リ
ー
ス
す
る
こ
と
は
夢
の
ま
た「
夢
」。

と
こ
ろ
が
今
回
登
場
す
る
シ
ン
ガ
ー
・

ソ
ン
グ
・
ラ
イ
タ
ー
、
河
合
良
知
子
さ

ん
（
ス
テ
ー
ジ
ネ
ー
ム
・
ミ
チ
コ
。
０７

年
大
卒
・
ピ
ア
ノ
）
は
、
そ
ん
な
夢
を

い
と
も
簡
単
に
か
な
え
た
人
。

２
年
間
に
７
枚
の
ア
ル
バ
ム

を
出
し
、
す
べ
て
黒
字
と
い

う
か
ら
驚
き
で
す
。
１
４
９

　
の
小
柄
な
体
か
ら
ほ
と
ば

し
る
ガ
ッ
ツ
と
は
―
。 

　
３
歳
の
こ
ろ
か
ら
ク
ラ
シ

ッ
ク
・
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
河

合
さ
ん
。
在
学
中
は
仲
道
郁

代
特
任
教
授
、
岡
原
慎
也
教

授
、
芹
澤
佳
司
准
教
授
の
指

導
を
受
け
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
み
っ
ち
り

叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
０７
年
３
月
に
は

成
績
優
秀
者
し
か
出
る
こ
と
が
で
き
な

い
卒
業
演
奏
会
に
も
出
演
、
卒
業
後
は

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
道
に
進
む
も
の
と
、
誰

も
が
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

―
そ
の
河
合
さ
ん
が
、
な
ぜ
ポ
ッ
プ
ス

の
世
界
に 

　
「
人
に
感
動
を
与
え
る
よ
う
な
演
奏

を
心
が
け
て
き
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ

て
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
余
り
に
も
偉
大
。
限

界
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に

出
会
っ
た
の
が
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
。

私
の
思
い
が
詰
ま
っ

た
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
詩

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝

え
、
そ
れ
を
聴
い
て

く
だ
さ
っ
た
人
が
涙

を
流
し
て
感
動
し
て

く
れ
る
。
あ
あ
、
私

の
探
し
て
い
た
道
は

こ
れ
だ
っ
て
」 

―
歌
は
も
ち
ろ
ん
作

詞
、
作
曲
、
す
べ
て
独
学
だ
と
聞
き
ま

し
た
。
曲
づ
く
り
で
苦
労
し
た
こ
と
は 

　
「
曲
は
そ
の
時
の
気
分
や
感
情
で
す

ら
っ
と
書
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ほ

と
ん
ど
苦
労
知
ら
ず
で
す
。
こ
ん
な
こ

と
で
い
い
の
か
な
っ
て
」 

　
曲
が
完
成
す
る
と
、
河
合
さ
ん
は
キ

イ
ボ
ー
ド
と
ア
ン
プ
を
担
い
で
街
に
飛

び
出
し
ま
す
。 

　
「
誰
か
に
聴
い
て
も
ら
い
た
く
て
。

そ
の
こ
ろ
の
私
に
は
路
上
が
唯
一
、
演

奏
の
場
、
通
行
人
が
観
客
で
し
た
」 

　
３
年
前
に
Ｃ
Ｄ
の
制
作
を
手
が
け
て

い
る
サ
ウ
ン
ド
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に

出
会
い
ま
す
。
自
宅
の
ス
タ
ジ
オ
に
録

音
機
材
を
持
ち
込
み
、
Ｃ
Ｄ
を
自
費
制

作
す
る
こ
と
に
。 

　
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
「L

ove 
to 

all

…
」
が
出
た
の
は
０８
年
９
月
。
「
君

ヲ
想
フ
」「
桜
舞
い
散
る
」
な
ど
６
曲

を
収
め
ま
し
た
。
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
弾
き
語
り
の
楽
曲
が
多
く
、
路
上
ラ

イ
ヴ
で
２
５
０
０
枚
を
売
り
切
り
ま
し

た
。 

　
接
客
が
大
好
き
な
河
合
さ
ん
は
大
学

時
代
に
家
電
量
販
店
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

売
り
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
仕
事
が
楽
し
く
て
売
り
上

げ
「
日
本
一
」
に
輝
い
た
こ
と
も
。
そ

の
こ
ろ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
役
に
立
っ
た
の

か
、
０９
年
４
月
に
発
売
の
セ
カ
ン
ド
ア

ル
バ
ム
「L

A
L
A
B
A
I

」
も
完
売
で
す
。 

　
「
歌
で
食
べ
て
い
け
る
、
と
こ
の
と

き
初
め
て
確
信
が
持
て
ま
し
た
」 

　
河
合
さ
ん
は
そ
の
後
も
週
に
２
曲
の

割
で
曲
を
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
出
し
た
ア
ル
バ
ム
は
全
部
で
７
枚
。 

４
月
下
旬
に
は
８
枚
目
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
学
ん
だ
ピ
ア
ノ
テ
ク

ニ
ッ
ク
と
、
小
さ
な
体
か
ら
あ
ふ
れ
る

圧
倒
的
な
歌
唱
力
を
武
器
に
、
現
在
は

神
戸
、
大
阪
、
東
京
を
中
心
に
ラ
イ
ヴ

活
動
を
展
開
す
る
河
合
さ
ん
。 

　
「
わ
た
し
の
原
点
は
路
上
ラ
イ
ヴ
。

こ
れ
か
ら
も
心
に
響
く
音
楽
を
作
り
続

け
、
め
っ
ち
ゃ
感
動
し
た
、
と
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
歌
手
で
い
た
い
で
す

ね
。
も
う
一
つ
の
夢
は
２
年
後
、
大
阪

城
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と
。

き
っ
と
立
ち
ま
す
」 

河合さんの「ミチコ的blog」　blog.livedoor.jp/mitiko32/

Love to All

ONCE MORE

Song for you

Belive

LALABAI

２
年
で
Ｃ
Ｄ
　７
枚
リ
リ
ー
ス 

河合良知子さん 
（０７年大卒・ピアノ） 

ピ
ア
ノ
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
ガ
ッ
ツ
が
武
器 

セ
ン 

チ 
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こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
と
も
み
で
す
。
こ
の
春
高
校
生
に
な

ら
れ
た
み
な

さ
ん
、
入
学

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
制
服

に
袖
を
通
す

の
は
気
持
ち

も
引
き
締
ま

り
ま
す
ね
。
高
校
で
の
勉
強
は
こ
れ
ま

で
と
は
違
っ
て
内
容
も
よ
り
難
し
く
な

り
、
授
業
の
進
度
も
速
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
三
年
間
を
有
意
義
に
過
ご

す
た
め
に
も
快
調
な
滑
り
出
し
を
し
て

く
だ
さ
い
。
三
年
生
の
方
は
最
後
の
学

年
で
す
。
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
が
、
更

に
自
分
を
大
き
く
成
長
さ
せ
ま
す
。
応

援
し
て
い
ま
す
。 

  

◇
真
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

７
月
２４
日
（
日
）
各
専
攻
・
コ
ー
ス
が

趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
を
披
露
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
本
学
を
肌
で
感

じ
て
く
だ
さ
い
。
受
験
に
関
す
る
新
し

い
情
報
も
い
ち
早
く
お
伝
え
し
ま
す
。

個
別
相
談
も
対
応
し
ま
す
。 

◇
秋
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

１０
月
１０
日
（
月
）
大
学
・
短
大
の
通
常

授
業
を
実
施
す
る
祝
日
に
開
催
し
ま
す
。

普
段
の
授
業
風
景
を
見
学
し
、
音
大
生

気
分
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
昨
年
大
変
好
評
い
た
だ
い
た
吹
奏
楽

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
６
月
１２
日
（
日
）

に
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
中
学
・
高
等

学
校
の
吹
奏
楽
部
員
と
そ
の
指
導
者
で

す
。
講
師
陣
に
よ
る
演
奏
も
お
聴
き
く

だ
さ
い
。
申
込
方
法
等
詳
細
は
４
月
上

旬
発
行
予
定
の
チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

開
催
日
時
　
６
月
１２
日
（
日
） 

▽
中
学
の
部
９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分
　

▽
高
校
の
部
１４
時
〜
１７
時 

申
込
締
切
　
５
月
２０
日
（
金
） 

受
講
料
　
無
料 

講
　
　
師
　
本
学
管
弦
打
楽
器
専
攻
教

員
お
よ
び
卒
業
生 

会
　
　
場
　
本
学 

  

　
土
曜
日
に
施
設
を
中
心
に
見
学
し
て

い
た
だ
く
「
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。
今

年
度
は
４
月
１６
日
を
皮
切
り
に
、
全
６

回
を
予
定
。
案
内
役
の
学
生
と
授
業
や

学
生
生
活
な
ど
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
話

が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ツ
ア
ー
の

内
容
や
見
学
す
る
施
設
の
概
要
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
申

し
込
み
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。
ご
家
族
、
友
人
と
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
い
う
楽
器
は
ど
ん

な
風
に
で
き
て
い
る
の
か
。
江
戸
時
代

の
西
洋
解
剖
学
の
訳
術
書
「
解
体
新
書
」

さ
な
が
ら
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
ば
ら
ば

ら
に
解
体
し
て
、
部
品
一
つ
ひ
と
つ
の

役
割
を
解
き
明
か
し
て
い
き
ま
し
た
。 

　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
演
奏
し
な
が
ら
、

ベ
ル
、
下
管
、
上
管
、
バ
レ
ル
と
少
し

ず
つ
部
品
を
取
り
去
り
、
最
後
は
マ
ウ

ス
ピ
ー
ス
だ
け
で
演
奏
す
る
驚
異
の 

”解
体
ソ
ン
グ
“、
Ａ
・
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー

の
「
イ
ン
マ
ー
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
」
を
、

上
田
希
講
師
が
実
演
。
次
第
に
小
さ
く

な
っ
て
い
く
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
巧
み
に

操
る
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
な
手
際
の
良
さ

に
、
会
場
は
あ
っ
け
に
と
ら
れ
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
は
藤
井
快
哉
助
教
。 

　
続
い
て
日
下
部
客
員
教
授
と
、
上
田

講
師
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
談
議
。
小
学
６

年
生
の
時
、
工
業
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
で
男
子
生
徒
を
従
え
た
コ
ン
サ
ー
ト

ミ
ス
ト
レ
ス
の
女
子
生
徒
に
憧
れ
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
始
め
た
上
田
講
師
。
今

や
第
６８
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
部
門
第
１
位
に
輝
く
、
最

も
旬
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
で
す
。 

　
”一
枚
舌
“
の
シ
ン
グ
ル
リ
ー
ド
ゆ

え
、
無
音
の
状
態
か
ら
す
ー
っ
と
な
め

ら
か
に
音
が
立
ち
上
が
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
は
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
ト
ー
ン
か

ら
は
じ
け
た
音
楽
ま
で
表
現
の
幅
が
広

く
、
民
俗
音
楽
と
芸
術
音
楽
と
い
う
２

つ
の
顔
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
管
楽
器

の
中
で
は
珍
し
く
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
、

サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
、
プ
ー

ラ
ン
ク
、
武
満
徹
と
い
っ

た
有
名
な
作
曲
家
が
、
晩

年
に
心
を
寄
せ
て
名
曲
を

残
し
て
い
ま
す
。
特
に
ブ

ラ
ー
ム
ス
は
一
旦
作
曲
を

や
め
た
時
期
に
、
あ
る
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
す
ば

ら
し
い
演
奏
を
聴
い
て
、

再
び
作
曲
の
ペ
ン
を
と
っ
た
そ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
作
曲
し
た
の
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
の
作
品
で
し
た
。 

　
講
座
で
は
Ｊ
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
「
ソ

ナ
タ
　
第
２
番
　
第
１
楽
章
」
を
始
め
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
超
絶
技
巧
を
披
露
す

る
Ｐ
・
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
の
「
月
の
光
に

よ
る
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
変
奏
曲
」、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
ジ
ャ
ズ
風
な
魅
力
を

織
り
込
ん
だ
Ｌ
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の

「
ソ
ナ
タ
」
な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。 

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー 

吹
奏
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

１１
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

ミレニアムホール特別講座 

クラリネット「解体新書」！ 
プロデュース　日下部吉彦 客員教授 
お話・演奏　上田希 講師 
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大阪音楽大学 
第３年次編入学 
作曲学科 
　作曲専攻 
　音楽学専攻 
声楽学科 
器楽学科 
　ピアノ専攻 
　オルガン専攻 
　管楽器専攻 
　弦楽器専攻 
　打楽器専攻 
　邦楽専攻 
合　　計 

０ 
０ 
０ 
８ 
１９ 
１２ 
０ 
６ 
０ 
１ 
０ 
２７ 

－ 
－ 
－ 
７ 
１５ 
８ 
－ 
６ 
－ 
１ 
－ 
２２ 

志願者数 
一般入試 推薦入試 

合格者数 
０ 
０ 
０ 
２ 
２ 
２ 
０ 
０ 
０ 
０ 
０ 
４ 

－ 
－ 
－ 
２ 
２ 
２ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
４ 

志願者数 合格者数 
大阪音楽大学 
音楽専攻科 
作曲専攻 
声楽専攻 
　声楽 
　演出 
器楽専攻 
　ピアノ 
　オルガン 
　管楽器 
　弦楽器 
　打楽器 
　邦楽 
合　　計 

０ 
１８ 
１８ 
０ 
３１ 
１８ 
２ 
７ 
３ 
１ 
０ 
４９ 

－ 
１２ 
１２ 
－ 
２３ 
１０ 
２ 
７ 
３ 
１ 
－ 
３５ 

志願 
者数 

合格 
者数 

大阪音楽大学短期大学部 
専攻科 音楽専攻 

作曲 
声楽 
ピアノ 
管楽器 
弦楽器 
打楽器 
邦楽 
ジャズ 
ポピュラー 
ミュージカル 
電子オルガン 
合　　計 

０ 
３ 
５ 
６ 
１ 
０ 
０ 
２ 
２ 
１ 
１ 
２１ 

－ 
２ 
５ 
６ 
１ 
－ 
－ 
２ 
２ 
１ 
１ 
２０ 

志願 
者数 

合格 
者数 

作曲学科 
　作曲専攻 
　音楽学専攻 
声楽学科 
器楽学科 
　 
　オルガン専攻 
　管楽器専攻 
　弦楽器専攻 
　打楽器専攻 
　邦楽専攻 
合　　計 

５ 
５ 
０ 
２１ 
７３ 
４６ 
０ 
２４ 
１ 
２ 
０ 
９９ 

４ 
４ 
－ 
１８ 
６６ 
４０ 
－ 
２３ 
１ 
２ 
－ 
８８ 

大阪音楽大学 
音楽学部 

一般入試A日程 推薦入試 
（公募＋特別） 

志願者数 

大学院音楽研究科 

合格者数 
２ 
１ 
１ 
３２ 
１０５ 
４８ 
０ 
４６ 
５ 
６ 
０ 

１３９ 

２ 
１ 
１ 
３０ 
９８ 
４６ 
－ 
４２ 
４ 
６ 
－ 

１３０ 

志願者数 合格者数 
作曲コース 
声楽コース 
ピアノ・コース 
管楽器コース 
弦楽器コース 
打楽器コース 
邦楽コース 
ジャズ・コース 
ポピュラー・コース 
ミュージカル・コース 
電子オルガン・コース 
合　　計 

２ 
３ 
１３ 
１２ 
１ 
１ 
０ 
３ 
９ 
１ 
１ 
４６ 

１ 
３ 
１２ 
１１ 
１ 
１ 
－ 
３ 
５ 
１ 
１ 
３９ 

大阪音楽大学短期大学部 
音楽科 

一般入試A日程 推薦入試 
（公募＋特別） 

志願者数 合格者数 
０ 
２１ 
４５ 
４６ 
２ 
８ 
１ 
３ 
３４ 
５ 
１０ 
１７５ 

－ 
１９ 
４４ 
４６ 
１ 
８ 
１ 
３ 
３２ 
５ 
９ 

１６８ 

志願者数 合格者数 

　
こ
の
ほ
ど
実
施
し
た
各
入
学
試
験
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
大
学
・
短
大
一
般

入
試
Ｂ
日
程
と
大
学
院
入
試
後
期
日
程
の
結
果
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。 

※
演
奏
家
特
別
コ
ー
ス
（
ピ

ア
ノ
） 

一
般
入
試
Ａ
日
程
志
願
者

１５
人
、
合
格
者
６
人
。
推

薦
入
試
で
ピ
ア
ノ
専
攻
に

合
格
し
た
者
の
う
ち
希
望

者
に
対
し
て
実
施
す
る
「
コ

ー
ス
変
更
審
査
」
の
申
込

者
１２
人
、
許
可
者
４
人
。 

専攻 

作曲 

声楽 

器楽 

合　　　計 

研究室 
作　曲 
音楽学 
オペラ 
歌　曲 
ピアノ 
管弦打 

 
２ 
２ 
６ 
４ 
７ 
７ 
２８ 

志願者数  
０ 
１ 
０ 
２ 
３ 
２ 
８ 

合格者数 
前期日程 

’１１
年
度
大
学
・
短
大 

入
試
関
連
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

《２０１１年》 
６/１（水） 
 
 
 
 
６/30（木）～７/6（水） 
 
７/２４（日） 
７/３１（日）～８/２（火） 
８/３（水） 
８/１５（月）～１８（木） 
９/２（金）～６（火） 
９/４（日） 
９/１８（日） 
１０/１０（月） 
１１/１（火）～８（火） 
１１/２０（日）～２３（水） 
１１/３０（水）～１２/６（火） 
 
１２/２４（土）～２６（月） 
１２/２７（火） 
《２０１２年》 
１/１７（火）～２４（火） 
２/８（水）～１１（土） 
２/２３（木）～２９（水） 
３/１２（月）～１５（木） 
３/２１（水）～２２（木） 
３/２２（木） 

 
同窓会《幸楽会》特別推薦実技認定審査実施要項発行 
２０１２年度大学・短大 入学試験要項発行 
２０１２年度短大進学実技適性テスト実施要項発行 
受験講座（夏期・冬期）募集要項発行 
第６４～６６回到達度テスト実施要項発行 
受験講座（夏期）申込受付 
第６３回到達度テスト受験申込受付 
真夏のオープンキャンパス 
受験講座（夏期） 
第６３回音楽基礎科目到達度テスト 
同窓会《幸楽会》特別推薦実技認定審査申込受付 
２０１２年度短大進学実技適性テスト申込受付 
同窓会《幸楽会》特別推薦実技認定審査 
２０１２年度短大進学実技適性テスト 
秋のオープンキャンパス 
２０１２年度大学・短大 公募・特別推薦入試願書受付 
２０１２年度大学・短大 公募・特別推薦入学試験 
受験講座（冬期）申込受付 
第６４回到達度テスト受験申込受付 
受験講座（冬期） 
第６４回音楽基礎科目到達度テスト 
 
２０１２年度大学・短大 一般入試Ａ日程願書受付 
２０１２年度大学・短大 一般入学試験Ａ日程 
第６５回到達度テスト受験申込受付 
２０１２年度大学・短大 一般入試Ｂ日程願書受付 
２０１２年度大学・短大 一般入学試験Ｂ日程 
第６５回音楽基礎科目到達度テスト 

7 
　24
10 
　  10
・ 

 

各地で開催される進学相談会に本学ブースを設け、本学スタッフ
が来場されたみなさん（高校生や保護者、高校教員など）の質問、
相談にお答えします。主催者側の都合により、日時などが変更に
なることもあります。詳細は本学ホームページでご確認ください。 

入試の質問や相談は 
本学ブースでどうぞ 

２０１１年度進学相談会予定 
 
 
６月１５日 （水） 
６月１６日 （木） 
 
 
４月１４日 （木） 
４月１４日 （木） 
５月９日 （月） 
５月１１日 （水） 
５月２１日 （土） 
５月２８日 （土） 
６月１日 （水） 
６月１０日 （金） 
６月１４日 （火） 
６月２１日 （火） 
７月１５日 （金） 
７月１８日 （月） 
 
 
５月２３日 （月） 
６月６日 （月） 
 
 
５月３０日 （月） 
５月３１日 （火） 
６月１日 （水） 
６月３日 （金） 

 
 
金　　　沢 
福　　　井 
 
 
泉　　　北 
和　歌　山 
奈　　　良 
京　　　都 
梅　　　田 
神　　　戸 
天　王　寺 
京　　　都 
神　　　戸 
尼　　　崎 
京 都  
大　　　阪 
 
 
岡　　　山 
広　　　島 
 
 
高　　　知 
徳　　　島 
高　　　松 
松　　　山 

 
 
金沢駅もてなしドーム 
フェニックス・プラザ 
 
 
国際障害者交流センター（ビッグ・アイ） 
和歌山ビッグ愛 
なら１００年会館 
アバンティビル 
梅田アウラホール 
スペースシアター 
天王寺ミオ 
京都産業会館 
生田神社会館 
ホテル「ホップイン」アミング 
アバンティビル 
大阪府教育センター 
大学コンソーシアム大阪「大学フェア」 
 
岡山コンベンションセンター 
リーガロイヤルホテル広島 
 
 
高知新阪急ホテル 
ホテルクレメント徳島 
全日空ホテルクレメント高松 
松山市総合コミュニティセンター体育館 

※含む演奏家特別コース 
ピアノ専攻 １１

年
度
入
学
試
験
結
果 

四国地区 

北陸地区 

近畿地区 

中国地区 
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受
賞
の
対
象
に
な
っ
た｢

リ
ゴ
レ
ッ

ト｣

は
昨
年
１０
月
１７
日
に
兵
庫
県
尼
崎

市
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
上

演
さ
れ
ま
し
た
。
指
揮
・
金
井
誠

氏
、
演
出
・
岩
田
達
宗
氏
で
管
弦

楽
は
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
管
弦

楽
団
。 

　
田
中
教

授
が
「
リ

ゴ
レ
ッ
ト
」
を
演
じ
る
の
は
今
回

が
二
度
目
。
一
回
目
は
９４
年
の
関

西
歌
劇
団
創
立
４５
周
年
記
念
公
演

の
と
き
で
し
た
。 

　｢

こ
の
オ
ペ
ラ
の
テ
ー
マ
は
、
一
人

娘
を
溺
愛
す
る
主
人
公
・
道
化
師
の
怨

念
や
呪
い
。
屈
折
し
た
内
面
的
な
も
の

を
い
か
に
描
写
し
、
客
席
に
届
け
る
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
今
の
時

代
に
呪
い
を
ど
う
解
釈
す
る
か
、
形
と

し
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
、
見
え

な
い
も
の
だ
け
に
、
苦
心
し
ま
し
た｣

。 

　
受
賞
理
由
は
「
主
役
で
あ
る
リ
ゴ
レ

ッ
ト
を
演
じ
た
田
中
勉
は
、
運
命
に
翻

弄
さ
れ
る
道
化
師
の
悲
し
み
、
苦
し
み
、

ま
た
娘
ジ
ル
ダ
へ
の
父
親
と
し
て
の
愛

情
を
優
れ
た
歌
唱
、
演
技
で
表
現
し
、

リ
ゴ
レ
ッ
ト
の
人
物
像
、
そ
し
て
作
品

の
悲
劇
性
を
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
に

成
功
し
た
」
と
賞
賛
。「
こ
の
円
熟
味

を
増
し
た
演
唱
は
今
後
ま
す
ま
す
の
期

待
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
」
と
結
ん

で
い
ま
す
。 

　
贈
呈
式
は
１
月
２０
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
関
西
歌
劇
団
の
第
９２
回
定
期
公
演
、
オ
ペ
ラ
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」（
Ｇ
・
ヴ

ェ
ル
デ
ィ
作
曲
）
で
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
を
演
じ
た
バ
リ
ト
ン
の
田
中
勉
教
授

が
平
成
２２
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
賞
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
昨

年
１０
月
２
日
か
ら
１１
月
１０
日
の
期
間
に
関
東
、
関
西
で
上
演
さ
れ
た
演
劇 

（
４８
件
）、
音
楽
（
３９
件
）、
舞
踊
（
２９
件
）
な
ど
の
参
加
作
品
の
中
か
ら
独

創
性
や
企
画
性
に
優
れ
た
作
品
を
顕
彰
す
る
賞
で
、
今
回
が
６５
回
目
。 

　
「
バ
ラ
ー
ド
」「
マ
ズ
ル
カ
」「
夜
想

曲
」
な
ど
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
若
き
日
の

小
品
を
取
り
上
げ
た
青
柳
い

づ
み
こ
教
授
の
ア
ル
バ
ム
「
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
」（
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ト

ウ
キ
ョ
ウ
）
が
第
２３
回
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
ペ
ン
ク
ラ
ブ
音

楽
賞
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
部
門
録

音
・
録
画
作
品
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。 

　
「
今
回
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
ピ
ア
ノ
・

ア
ル
バ
ム
は
、
彼
女
の
主
た
る
研
究
テ

ー
マ
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
世
紀
末
の
美
学

と
こ
の
作
曲
家
の
関
係
に
着
眼
し
た
内

容
。
初
期
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
サ
ロ
ン
風

小
品
の
中
に
潜
む
異
国
趣
味
、
民
族
主

義
様
式
な
ど
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の

数
々
に
照
明
が
当
て
ら
れ
て
い
る
」
と

い
う
の
が
受
賞
の
理
由
で
す
。 

青
柳
い
づ
み
こ
教
授
の
話
　
こ
れ
ま
で

コ
ン
サ
ー
ト
や
書
籍
で
賞
を
い
た
だ
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｃ
Ｄ
で
の
受

賞
は
初
め
て
の
こ
と
。
大
変
光
栄
に
存

じ
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
制
作
は
現
場
の
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
さ
ん
た
ち
と
の

共
同
作
業
で
す
の
で
、
な
お
さ
ら
嬉
し

い
で
す
。
今
後
も
執
筆
、
演
奏
、
教
育

と
も
に
、
い
た
だ
い
た
お
仕
事
に
対
し

て
誠
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
念

じ
て
お
り
ま
す
。 

　
広
告
会
社
の
最
大
手
「
電
通
」
に
勤

め
る
　
松
彩
香
さ
ん
（
０８
年
大

卒
・
ピ
ア
ノ
）
の
橋
渡
し
で
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
か
ら
音

楽
の
専
門
書

「
ト
ス
テ
ィ

〜
あ
る
人
生

の
歌
」（
東

京
堂
出
版
、
Ａ
５
判
５
４
４
頁
）

９７
冊
が
本
学
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。 

　
イ
タ
リ
ア
近
代
歌
曲
の
作
曲
家
と
し

て
知
ら
れ
る
ト
ス
テ
ィ
（
１
８
４
６
‐

１
９
１
６
年
）
は
母
語
イ
タ

リ
ア
語
の
ほ
か
に
も
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
を
原
詩
と
す
る
多
く
の
歌

曲
を
作
曲
し
、
そ
の
数
は
３
０
０
を
超

え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
明
で
、

か
つ
豊
か
な
情
感
を
持
つ
歌
は
、
多
く

の
声
楽
専
攻
生
が
学
ぶ
歌
曲
で
も
あ
り

ま
す
。 

　
第
１
部
は
ト
ス
テ
ィ
の
生
涯
、
第
２

部
は
作
品
紹
介
、
付
録
と
し
て
参
考
文

献
、
作
品
表
な
ど
が
付
い
て
お
り
、
学

術
的
に
も
貴
重
な
本
で
す
。 

　
図
書
館
で
は
声
楽
、
ピ
ア
ノ
担
当
教

員
の
利
用
に
供
す
る
ほ
か
、
学
生
の
勉

学
に
も
役
立
て
て
い
く
計
画
で
す
。 

文化庁芸術祭賞 

田
中
勉
教
授
が
優
秀
賞 

リゴレットの内面に迫る 

青柳教授がペンクラブ音楽賞 
斬新なアイディア賞賛 ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
か
ら
９７
冊
寄
贈 

専門書｢トスティ」 
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ライオンズ音楽賞 

　
６
月
２５
日
に
大
阪
・
北
区
の
ザ
・
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
井
上

麻
子
講
師
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）
と
藤

井
快
哉
助
教
（
ピ
ア
ノ
）
の
デ
ュ
オ
リ

サ
イ
タ
ル
が
２
０
１
０
年
度
「
神
戸
灘

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
音
楽
賞
」
に
選
ば

れ
ま
し
た
。 

　
リ
サ
イ
タ
ル
で
二
人
は
Ｃ
・
ド
ビ
ュ

ッ
シ
ー
の
「『
牧
神
の
午
後
』
へ
の
前

奏
曲
」、
武
満
徹｢

閉
じ
た
眼
Ⅱ｣

な
ど

を
演
奏
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
と
ピ
ア
ノ

が
織
り
な
す
色
彩
豊
か
な
音
色
で
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
選
考
委
員
会
は
「
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
か

ら
現
代
曲
ま
で
の
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚
で
表
現
し
、
す

ば
ら
し
い
デ
ュ
オ
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
」

と
二
人
を
称
え
て
い
ま
す
。 

　
井
上
さ
ん
と
藤
井
さ
ん
は
「
こ
の
よ

う
な
歴
史
あ
る
賞
を
頂
け
る
こ
と
に
な

り
、
驚
い
て
お
り
ま
す
。
神
戸
っ
子
で

あ
る
私
た
ち
デ
ュ
オ
は
、
こ
れ
か
ら
も

関
西
を
拠
点
に
活
動
し
、
関
西
か
ら
様
々

な
も
の
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。 

　
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
は
７
月
１４
日

１９
時
か
ら
神
戸
市
中
央
区
の
松
方
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
す
。 

Ｃ
Ｄ 

ほ
ん 

「SCHUMANN」 
　　　　 大竹 道哉講師 
　「SCHUMANN」
は大竹道哉講師
にとって２枚目
のＣＤで、シュ
ーマン生誕２００年
を記念して昨年12月にリリース
されました。 
　スタインウェイのピアノを使
い、シューマンの代表作「子供
の情景」「アラベスク ハ長調」
「パピヨン」「クライスレリア
ーナ」などを16時間かけて収録
したそうです。 
　「彼の魅力は、メッセージ性
が強く、音符が言葉のように語
りかけてくるところにあり、そ
れを大事に演奏しました」と大
竹講師。 

　網干毅・関西学院大学教授（音
楽学）は「（ＣＤの中から）流
れてきたのは、鮮やかで、輪郭
のはっきりとしたシューマン。
ロマン主義には知性がしっかり
と息づいている、という大竹さ
んの主張が聴こえるようです」
と解説しています。 
　発売元は株式会社ハーモニー。
３０００円。 
大竹講師の話　ロマン派の音楽
は全般的にそうなんですが、特
にシューマンには弾いていて振
り回されるおもしろさがありま
す。テンポ一つとってもそうで
す。曲が生きていて、そこに魅
力を感じ、それが一番おもしろ
い。これからは、あらゆる作曲
家にチャレンジし、音楽につい
て書くことにも挑戦してみたい
ですね。 

明治の音楽教育とその背景 
　　　　　　前田 紘二 
　前田紘二さん
（８２年　短大卒） 
が、著書「明治
の音楽教育とそ
の背景」を竹林
館から出版され、
本学図書館に寄
贈されました。Ａ５判２４６ペー
ジ、２４００円＋税。前田さんは
大阪教育大学卒業後、昼間教員

をしながら、夜間に本学短大二
部に通い、その後兵庫教育大学
大学院を修了されました。今回
の著書は同大学院での研究をさ
らに深め、まとめたものです。 
　明治という激動の時代に始ま
った日本の音楽教育。その成立
と発展を評価しつつ、西洋音楽
の偏重という現代にも通じる問
題点を指摘。背景には、欧米を
規範とした近代化、封建的身分
制度と無関係な音楽を求めた国
策がありました。 

（
敬
称
略
） 

■
第
８１
回
東
京
読
売
新
人
演
奏
会 

大
学
　
丹
澤
加
奈
子
（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）

＝
５
月
３
日
、
東
京
文
化
会
館 

■
第
５２
回
関
西
新
人
演
奏
会 

大
学
　
林
佑
子
（
声
楽
）
＝
５
月
１４
日
、

い
ず
み
ホ
ー
ル 

■
第
２７
回
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
管
楽
器
新
人

演
奏
会 

大
学
　
澤
井
明
日
見
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

▽
大
学
　
高
橋
慎
太
郎
（
サ
ク
ソ
フ
ォ

ー
ン
）
▽
大
学
　
宮
本
茉
実
（
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
）
＝
６
月
１２
日
、
ザ
・
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
ホ
ー
ル 

井
上
麻
子
×
藤
井
快
哉
Ｄ
Ｕ
Ｏ
受
賞 

１０
年
度
学
外
新
人
演
奏
会
出
演
者 
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山
内
さ
ん
が
勤
め
る
ペ
リ
タ
・
ハ
ラ

パ
ン
大
学
音
楽
学
部
に
は
演
奏
、
教
育
、

音
楽
療
法
学
科
や
教
会
・
宗
教
音
楽
専

門
学
科
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
朝
７
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
が
教
師
の
絶
対
拘
束

時
間
。
山
内
さ
ん
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
ク
ラ

ス
と
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
、

個
人
レ
ッ
ス
ン
の
指
導

に
あ
た
り
、
授
業
は
す

べ
て
英
語
で
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
現
在
受
け
持
っ
て
い
る

門
下
生
は
１４
人
。
学
生
た
ち
は
３
年
次

か
ら
は
最
低
３０
分
以
上
の
リ
サ
イ
タ
ル

を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

演
奏
学
科
の
生
徒
に
な
る
と
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
５０
分
。
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
リ
サ
イ

タ
ル
も
必
修
で
す
。
学
生
の
リ
サ
イ
タ

ル
が
近
づ
く
と
拘
束
時
間
は
夜
の
９
時

や
１０
時
に
な
る
こ
と
も
。 

　
手
に
入
り
に
く
い
楽
譜
や
Ｃ
Ｄ 

　
日
本
と
の
違
い
は
、
楽
譜
や
Ｃ
Ｄ
が

手
に
入
り
に
く
い
こ
と
で
す
。
注
文
す

れ
ば
す
ぐ
に
手
に
入
る
日
本
と
は
違
い
、

楽
譜
は
貴
重
品
だ
と
い
い
ま
す
。 

　
山
内
さ
ん
は
２
、
３
カ
月
に
一
度
、

日
本
に
帰
国
し
ま
す
。
滞
在
期
間
は
１

週
間
か
ら
１０
日
。
滞
在
中
は
演
奏
会
を

開
い
た
り
コ
ン
サ
ー
ト
に
足
を
運
ん
だ

り
し
ま
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
大
事
な
仕

事
は
、
大
量
の
楽
譜
や
Ｃ
Ｄ
を
買
い
込

ん
で
持
ち
帰
る
こ
と
で
す
。
「
学
生
た

ち
の
楽
譜
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
す
ご

い
も
の
で
、
本
物
の
楽
譜
を
ま
る
で
宝

物
の
よ
う
に
大
切
に
扱
い
ま
す
」
。 

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
不
向
き
な
ホ
ー
ル 

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
収
容
人
数
が
１

０
０
０
人
、
２
０
０
０
人
を
超
え
る
大

き
な
ホ
ー
ル
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

反
響
板
を
取
り
付
け
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
専

用
ホ
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う
で
す
。

「
反
響
板
が
な
く
て
も
マ
イ
ク
で
十
分

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
考
え
方
で
す
。
た

と
え
立
派
な
ホ
ー
ル
で
も
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
演
奏
に
は
不
向
き
な
の
で
、
海
外
か

ら
の
著
名
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
止
ま
り
。
子
ど
も
た
ち
は
本
物
を

見
る
機
会
や
、
そ
の
雰
囲
気
、
ス
テ
ー

ジ
マ
ナ
ー
を
実
際
肌
で
感
じ
、
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
少
な
い
の
が
現
実
で
す
」 

　
山
内
さ
ん
は
昨
年
６
月
、
中
国
・
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
政
府
に
招
待
さ
れ
、

内
蒙
古
芸
術
大
学
院
の
ホ
ー
ル
（
１
０

０
０
人
収
容
）
で
初
め
て
の
日
本
人
ピ

ア
ニ
ス
ト
と
し
て
、
初
め
て
ク
ラ
シ
ッ

ク
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
に
は
大
阪
の
ザ
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ル
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
仁
科
人

美
さ
ん
、
チ
ェ
リ
ス
ト
日
野
俊
介
さ
ん

と
共
演
し
、
あ
ま
り
演
奏
さ
れ
る
機
会

の
少
な
い
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
街
の
歌

と
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
第
三
番
を

披
露
し
ま
し
た
。 

　
私
自
身
も
も
っ
と
勉
強
し
た
い 

　
「
舞
台
の
上
で
孤
独
を
経
験
す
る
学

生
た
ち
と
同
じ
気
持
ち
を
共
有
す
る
た

め
に
も
私
は
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
、
演
奏

を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
い

う
山
内
さ
ん
。
今
年
も
中
国
を
は
じ
め

海
外
で
も
様
々
な
ス
タ
イ
ル
の
演
奏
会

を
計
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
そ
の
山
内
さ
ん
が
本
学
学
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
施

設
に
も
教
員
に
も
恵
ま
れ
た
中
で
勉
強

す
る
皆
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
の
自
分

を
早
く
か
ら
意
識
し
て
、
音
楽
だ
け
に

限
ら
ず
、
色
々
な
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
、

色
々
な
も
の
か
ら
吸
収
出
来
る
柔
軟
な

心
を
作
り
な
が
ら
、
本
物
の
音
楽
力
を

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
。 

　
学
生
た
ち
に
本
物
の
西
洋
音
楽
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス

を
―
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
を
行
き
来
し
な
が
ら

教
育
者
と
し
て
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
卒
業
生
が
い
ま
す
。
ペ
リ
タ
・
ハ
ラ
パ
ン
大
学
音

楽
学
部
教
授
、
山
内
美
奈
さ
ん
（
９８
年
大
卒
・
ピ
ア

ノ
）が
そ
の
人
。一
時
帰
国
中
の
３
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
音
楽
、
教
育
事
情
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。
 山内美奈さんのプロフィル 
98年に大阪音楽大学卒業後、米国イ
ンディアナ大学に６年間留学し、ソ
ロ・室内楽を勉強。07年にインドネ
シア･私立ペリタ・ハラパン大学音
楽学部長である友人の薦めでインド
ネシアへ渡り現在、音楽学部教授。 

山内美奈さん 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
学
で
教
鞭 

学
生
に
本
物
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
を 

幸 楽 会  
2011年度　総会 
4月29日（金・祝）14時 

会場：大阪音楽大学ミレニアムホール 
◇学生アンサンブルコンテスト本選 
　総会の後、予選を勝ち抜いた３組が演奏します。 
　みなさまの審査で金賞・銀賞・銅賞が決まります。 
◇懇親会　15時半　学生サロン「ぱうぜ」 
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大
阪
音
楽
大
学
・
同
短
期
大
学
部
の

中
村
孝
義
学
長
と
大
阪
夕
陽
丘
学
園
高

校
（
大
阪
市
天
王
寺
区
）
の
上
田
武
男

校
長
は
３
月
１４
日
、
学
長
応
接
室
で
指

定
校
に
関
す
る
協
定
書
に
調
印
し
ま
し

た
。
同
校
音
楽
コ
ー
ス
に
「
高
等
学
校

特
別
推
薦
制
度
」
を
適
用
し
て
い
ま
す

が
、
高
校
の
音
楽
コ
ー
ス
以
外
の
志
願

者
に
対
し
て
指
定
校
協
定
を
適
用
す
る

の
は
本
学
で
は
初
め
て
。 

　
協
定
の
目
的
は
相
互
の
教
育
交
流
を

通
し
て
高
校
生
の
視
野
を
広
げ
、
進
路

に
対
す
る
意
識
や
学
習
意
欲
を
高
め
る

と
と
も
に
、
大
学
が
求
め
る
学
生
像
と

教
育
内
容
へ
の
理
解
を
深
め
高
校
教
育
・

大
学
教
育
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
と

し
て
い
ま
す
。 

　
協
定
の
適
用
条
件
は
①
全
科
目
の
評

定
平
均
値
が
３
・
０
以
上
の
者
②
専
門

実
技
及
び
音
楽
基
礎
科
目
に
つ
い
て
、

音
楽
コ
ー
ス
指
導
教
員
の
推
薦
を
得
た

者
③
合
格
し
た
場
合
、
所
定
の
入
学
手

続
き
を
行
い
、
大
学
に
入
学
す
る
こ
と

を
条
件
と
し
て
出
願
す
る
者
（
専
願
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
の
調
印
式
で
中
村
学
長
は
「
こ

れ
を
機
会
に
お
互
い
の
絆
を
深
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
の
に
対
し
、
上
田

校
長
は
「
責
任
を
持
っ
て
生
徒
を
し
っ

か
り
と
育
て
、
送
り
出
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

　
同
校
は
１
９
３
９
年
（
昭
和
１４
年
）

の
創
立
で
、
２
０
０
５
年
（
平
成
１７
年
）

に
一
部
共
学
と
な
り
、
現
在
は
音
楽
、

特
進
な
ど
５
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
総
合
進
学
コ
ー
ス
の
み
女
子

と
な
っ
て
い
ま
す
。 
   

　
大
阪
音
楽
大
学
・
同
短
期
大
学
部
の

中
村
孝
義
学
長
と
帝
塚
山
高
校
（
奈
良

市
）
の
三
村
正
明
校
長
は
３
月
３
日
、

本
学
学
長
応
接
室
で
教
育
交
流
に
関
す

る
協
定
書
（
高
大
連
携
）
に
調
印
し
ま

し
た
。
相
互
の
教
育
交
流
を
通
し
て
高

校
生
の
視
野
を
広
げ
、
進
路
に
対
す
る

意
識
や
学
習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、

高
校
教
育
・
大
学
教
育
の
活
性
化
を
図

る
の
が
目
的
で
す
。 

　
協
定
書
に
よ
る
と
、
交
流
活
動
は
①

大
学
に
よ
る
高
校
か
ら
の
特
別
聴
講
学

生
の
受
け
入
れ
②
高
校
の
要
望
に
よ
る

大
学
教
員
の
派
遣
③
教
育
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
お
よ
び
交
流
④
そ
の
他
、
双

方
が
同
意
し
た
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
同
高
校
は
１
９
４
１
年
の
創
立
。
男

女
併
学
（
授
業
は
男
女
別
ク
ラ
ス
、
課

外
活
動
や
学
校
行
事
は
合
同
）
の
中
・

高
一
貫
教
育
で
、
奈
良
県
内
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
進
学
校
。
音
楽
教
育
も
盛

ん
。
音
楽
の
授
業
で
全
員
が
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
習
っ
て
い
ま
す
。 

 
協定書に調印する中村学長（左）
と上田武男校長 

大学と短大 
普通科は初 

岩城拓也テノールリサイタル 
４月１０日（日）１７時 
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール 
岩城拓也　尾崎比佐子　尾崎克典 
1０７５-９５２-０３４６　加瀬 

時田直也バリトンコンサート 
４月１６日（土）１４時 
大阪クリスチャンセンターＯＣＣホール 
時田直也　榊原契保　 
1０７８-２９１-８８４５　時田直也音楽事務所 

ファンタスティック　デュオコンサート 
４月１７日（日）１４時３０分　音楽ホール「奏美」 
サクソフォーン　西田歩美　トロンボーン　宮尾忍 
ピアノ　岡部桂永子 
1０９０-９０９３-４５７３　nishidaconcert 

井上綾乃　帰国記念ピアノリサイタル 
５月３日（火・祝）１４時　ザ・フェニックスホール　
リスト：バラード　第２番　ロ短調　他 
1０６-６３６３-７９９９　ザ・フェニックスホール 

アンドリュー・マイヤー　バリトンリサイタル 
５月８日（日）１４時　澤井家住宅space Amati 
アンドリュー・マイヤー　楊美希　門田展弥 
1０８０-６１１３-９３１２　office Amati 

秋本久美ピアノリサイタル 
５月８日（日）１５時　ザ・フェニックスホール 
シマノフスキ：変奏曲　変ロ短調　作品３　他 
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会 

安積京子ピアノリサイタル 
５月１４日（土）１５時　イシハラホール 
シューマン：幻想曲　作品１７ 
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会 

井前典子帰国記念ピアノリサイタル 
６月４日（土）１４時　ザ・フェニックスホール 
シェーンベルク：６つの小さなピアノ曲　他 
1０６-６３６３-７９９９　フェニックスホール 

《幸楽会》後援演奏会 

大阪音楽大学後援演奏会 
 

関西を代表する４人のベテラン音楽家による 
ピアノと弦の共演 
５月７日（土）１５時　高槻現代劇場中ホール 
清水淳彦　小林苳子　大木愛一　田隅靖子 
1０７２-６９９-００３５　高槻市コンサート協会 

西本由香ピアノリサイタル 
５月１０日（火）１９時　千里ヤマハホール 
リスト：メフィストワルツ　他 
1０６-６８３１-８７００　ヤマハアクトイン千里 

鳥居知行ピアノリサイタル　ブラームスの夕べ 
５月１７日（火）１９時　３０００円 
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール 
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会 

オルティスコンソート定期演奏会Ｎｏ．２２ 
５月２７日（金）１９時　カトリック奈良教会 
坂本利文　坂本洋子　上田牧子　中西歩　他 
1０７４２-２２-５１０５　阪本 

柿木功教授退任記念演奏会 
６月１８日（土）１５時　いずみホール 
小餅谷哲男　井原秀人　河野桂子　木本憲子 
安川忠之　中塚奈美　大崎友美　岩崎慎也　他 
1０７２-２３５-２１３８　木本 

西本淳サクソフォンリサイタル 
６月１８日（土）１９時　ザ・フェニックスホール 
西本淳　原田恭子　瀬戸口文乃　他 
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会 

大阪市助成公演「宇宙と地球と自然と人と」 
６月１９日（日）１４時　遊音堂Ｙｏｕホール 
河村典子　今榮くみこ　久保美緒　山内豊 
1０６-６４４１-４８３３　Ｙｏｕホール 

バリアフリーコンサート 
６月１９日（日）１４時　宝塚ベガホール 
石原光世　小西潤子　古味亜紀　竹内直紀 
1０７２-６２２-９９２８　バリアフリーコンサート企画 

名曲コンチェルト～関西フィルとともに　No.８ 
８月１７日（水）１９時　いずみホール 
井上麻子　金澤俊江　金澤恵子　他 
1０７９７-６２-１４８０　奥山コンサートプロ 

友情のサビーナ・オーケストラコンサート 
９月３日（土）１４時 
兵庫県立芸術文化センターＫＯＢＥＬＣＯ大ホール 
アレッシオ・アレグリーニ　ヴィニーチョ・アレグリーニ 
1０６-６８４４-８７８７　イタリア生活文化交流協会 

大
阪
夕
陽
丘
学
園
高
と
指
定
校
協
定 

奈
良
・
帝
塚
山
高
と 

「
高
大
連
携
」
で
調
印 

幸 楽 会幸 楽 会  幸 楽 会  
2011年度　年度　総会総会 
4月2929日（金・祝）1414時 

会場：大阪音楽大学ミレニアムホール 

2011年度　総会 
4月29日（金・祝）14時 

会場：大阪音楽大学ミレニアムホール 
◇学生学生アンサンブルコンテスト本選本選 
　総会　総会の後、予選予選を勝ち抜いた３組が演奏演奏します。 
　みなさまの審査審査で金賞金賞・銀賞銀賞・銅賞銅賞が決まります。 
◇懇親会懇親会　1515時半　学生時半　学生サロン「ぱうぜ」 

◇学生アンサンブルコンテスト本選 
　総会の後、予選を勝ち抜いた３組が演奏します。 
　みなさまの審査で金賞・銀賞・銅賞が決まります。 
◇懇親会　15時半　学生サロン「ぱうぜ」 



２
０
１
５
年
の
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
「
ミ
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す（
９
月
発
行
予
定
）。
次
号
は
特
別
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６
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発
行
予
定
）と
し
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届
け
す
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定
で
す
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短期大学部 
ジャズコース・コンサート 
　オープニングはチャーリー・パーカーの「コンファ
メーション」。岡本仁志さん（短１）の自由奔放な
トランペットソロに、白倉千春さん（短２）のヴァリ
エーション豊かなドラムが
全体を引き締めます。前
半は藤井司朗講師の司会
で、授業で学生たちに人
気の高かったフュージョン
の「パラダイザー」や、「ブ
ラック・ナイル」などを、コ
ンボで個性豊かに演奏しま
した。 
　後半はビッグバンド。河
村直樹講師の指揮と司会
で、ボブ・カールトンの「ジ
ャーダ」やデューク・エリ
ントンの「ソフィスティケー
ティッド・レディ」などをあ
たたかなサウンドで演奏しました。今回、初めてヴ
ォーカルが登場。ポピュラーコースの韓国の留学生、
サムエル（康基勲）さん（短２）がビッグバンドを
バックに「It Don

,
t Mean A Thing If It Ain

,
t 

Got That Swing」を歌い、会場を盛り上げました。 

　第１部はダンス・コンサート。モダ
ンダンス「TANGUEDIA｣」やジャ
ズダンス「M

,
s Steps ２０１１」の「Attack 

of killer tomatoes」などを披露。 

　第２部はルイス・キャロル原作のミ
ュージカル「不思議な国のアリス」
よりパート１は第８場、パート２は出演
者全員の第７場「フィナーレ」まで、

元気いっぱいのステージを努めて
いました。 
　ミュージカル・コースでは１１年度
から元劇団四季の羽鳥三実広氏
が教授・教育主任に就任、新たな
スタートを切ります。 

　
付
属
音
楽
幼
稚
園
の
劇
あ
そ
び
「
た

の
し
み
ま
シ
ョ
ー
」
が
３
月
５
日
、

ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
三
蔵
法
師
の
お
供

を
す
る
「
そ
ん
ご
く
う
」、
カ
ラ
ス

の
羽
が
黒
く
な
っ
た
お
話
「
ふ
く
ろ

う
の
そ
め
も
の
や
」
な
ど
を
元
気
い

っ
ぱ
い
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
舞
台
の
最
後
は
年
長
組
８０
人
に
よ

る
リ
コ
ー
ダ
ー
合
奏
。「
ひ
つ
じ
」「
ミ

ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」
な
ど
を
演

奏
し
、
満
席
の
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
み
ん
な
で
作
っ
た
劇
あ
そ
び
。
子

ど
も
た
ち
の
目
は
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て

い
ま
し
た
。 

２月１６日　ミレニアムホール ２月１６日　ミレニアムホール 

２月２１日　ミレニアムホール ２月２１日　ミレニアムホール 

園
児
キ
ラ
キ
ラ「
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
」 

ミュージカルへの招待 短大ミュージカル コース公演 

富
山
県
五
箇
山
地
方
に
伝
わ
る

か
ら
く
り
人
形
で
す
。
内
蔵
さ

れ
た
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
に
合
わ

せ
て
、
手
前
の
レ
バ
ー
を
押
す

と
、
び
ん
編
ざ
さ
ら
を
持
っ
た

人
形
が
踊
り
出
し
ま
す
。 

楽器を奏でる人形たち 

こ
き
り
こ
踊
り
 

西岡信雄コレクションより（音楽博物館所蔵） 


